
清
儒
愈
曲
園

こ
そ
の
金
剛
経
}注

口

幅

島

俊

翁

四

命
曲
園

の
金
剛
経

に
醤
す
る
態
度
の
大
要
は
巳

に
述

べ
た
適

り
で
あ
、る
。
而
し
て
彼

は
金
剛
経

の
本
丈
を
仔
細

に

槍
討
し
て
、
自
ら
奮
套

に
擦
ら
す
新
に
濁
特

の
分
段
を
立
て

、
後
人
窟
入
の
章
句
を
…辮
じ
、

「
貫
し
た
思
想
の
上

に

本
文

の
解
説
を
試
み
π
の
で
あ
る
か
ら
、
吾
人
は
今
之
を
覗

ひ
知
る

べ
く
、
聯
か
煩
環

の
嫌
は
あ
る
が
、
以
下
本
経

の
経
文
を
も
並
學
し
て
曲
園

の
所
説
を
紹
介
し
て
見
よ
う

ご
思
ふ
。

上
篇
第

一
節
。

如
レ是
麗
聞
。

一
時
佛
在
=含
衛
國
祇
樹
給
孤
濁
園

。
興

天

比
丘
衆
千
二
百
五
十
人
一倶
。
爾
時
世
曾
食
時
薯
ノ
衣
持
ノ

鉢
。
入
二舎
衛
大
城
一。
乞
二食
於
其
城
中
一。
突
第
乞
巳
。
還
一
至
本
慮
一
飯
食
詑
。
牧
表

鉢
一洗
是

已
。
敷
レ座
而
坐
。

(法
會
因
由
分
第

一
)

時
長

老
須
菩

提
。

在
=大
衆
中

一。
帥

從
レ座
起
。

偏
祖
昌右

肩
一。
右

膝
著
レ地
。
合

掌

恭
敬

而
自

レ
佛
言

。
希
有

世
奪
。

清
儒
愈
曲
園
亡
そ
の
金
剛
経
注
(
二
)

一



清
儒
愈
画
園
煮
そ

の
金
剛
縫
注
(
二
)

一.一

　

　

　

如
來
善
護
念

諸
菩
薩
一。
善
付
昌囑
諸
菩
薩
一。
世
奪
。
善
男
子
善
女
人
。
登
　阿
褥
多
羅

三
貌
三
菩
提
心
一。
云
何
鷹
レ

　

　

　

　

　

　

　

住
。
云
何
降
=伏
其
心
一。
佛
言
。
善
哉
。
善
哉
。
須
菩
提
。
如
二汝
所
ツ説
。
如
來
善
護
念

諸
菩
薩
一。
善
付
二
薦
諸
菩

　

　

　

　

　

　

　

　

　

薩
一。
汝
今
諦
聴
。
當
爲
ノ
汝
説
。
善
男
子
善
女
人
。
登
昌
阿
褥
多
羅

三
貌

三
菩
提
心
一。
慮
三如
是
往
。
如
是
降
二伏
其

　心
一。
唯
然
。
世
奪
。
願
樂
欲
レ
聞
。
(善
現
啓
請
分
第
二
)

命
曲
園
は
以
上
の
文
を
以
て
第

一
飾
ご
な
し
、
須
菩
提

が
佛

に
向

つ
て

「
懸
に
云
何
ん
か
住

し
云
何
ん
か
此
心
を
降

伏
す

べ
き
や
」

ご
襲
問
し
、
佛
は
、「
慮

に
如
是
に
住
し
如
是

に
其
心
を
降
伏
す

べ
し
」

ご
答

へ
給
う
た
。

こ
れ
本
経

の
大
旨
で
あ
つ
て
、

こ
、
に
云
ふ
心

ご
は
、
所
謂
阿
褥
多
羅
三
貌
三
菩
提
心
で
あ
る
。
住
ビ
は
此
心
に
住

し
、
降
伏

ご
は
此
心
を
降
伏
す

る
の
で
、
二
心
あ
る
も
の
で
は
な
い
。
能
く
住
す
れ
ば
則
ち
能
く
有

で
能
く
降
伏
す
れ
ば
能
く

無
で
あ
る
。
之
を
俗
解

の
如
く
眞

心
を
安
住
し
妄
心
を
降
伏
す

る
ご
云
ふ
如
く
舜

つ
て
ニ
ビ
す
れ
ば
全
く
其
旨
を
失

ふ
こ
ご
に
な

る
ε
述

べ
て
ゐ
る
。
此
の
考
に
つ
い
て
は
吾
人
已
に
述

べ
來

つ
た
所
で
あ
つ
て
こ
、
に
再
説
す

る
要
は

あ

る
ま
い
。

次
に
彼
は
第
二
節

ε
し
て
今

の
大
乗
正
宗
分
第

三
ご
名

づ
け
ら
れ
て
ゐ
る
も
の
を
暴
げ
て
ゐ
る
o

第

二
節

　

　

　

　

　

　

　

佛
告
簑

菩
提
一。
諸
菩
薩
摩
詞
薩
。
慮
三如
是
降

伏

其
心
輔。
所
レ有

一
切
衆
生
之
類
。
若
卵
生
。
若
胎
生
。
若
灘
生
。

若
化
生
。
若
有
色
。
若
無
色
。
若
有
想
。
若
非
有
想
。
若
非
無
想
。
我
皆
倉
下
入
二
無
徐
浬
磐

。
而
滅
・度
之
・。
如
レ



是
滅
度
無
量
無
数
無
邊
衆
生
一。
嫡
匙
鰍
罵
噺
備
憶

實
無
聚

生
得
二滅
度
一者
占。
嫡
融
遡
鵬
漸
獺
鴨

何
以
故
。
須
菩
提
。

若
菩
薩
有
我
相
人
相
衆
生
相
壽
者
相
　。
師
非
圭
口薩
一。

ざ
言
ふ
に
野
し
奮
解
で
は
、
此
籔
は
佛
が
須
菩
提
に
先
づ
「
懸
如
是
降
伏
」
こ
い
ふ
こ
ご
の
み
を
告
げ
給
ふ
た
の
で
あ

　

　

つ

　

　

　

つ
て
、
「
懸
如
是
住
」
に
就

い
て
は
別
に
説
き
給

ふ
も
の
ε
見
る
や
う
で
あ
る
。
け
れ
共
そ
れ
は
降

心
ご
住

ε
を
分
別

し
て
考

へ
る
謬
見
か
ら
來

る
も
の
で
、
前

に
も
言

っ
た
如
く
、
本
経
の
下
篇

に

　

　

　

　

　

　

　

　

　

爾
時
須
菩
提
自
レ
佛
言
。
世
愈
。
善
男
子
善
女
人
。
登
コ
阿
褥
多
羅
三
貌
三
菩
提
心
一。
云
何
癒
レ住
、
云
何
降
二
伏
其

　

　

　

　

　

　

心
一。
佛
告
須

菩
提
一。
善
男
子
善
女
人
。
登
二阿
褥
多
,羅

三
貌
三
菩
提
心
一
者
。
當
レ生
=如
是
心
一。
我
鷹
レ滅
=
度

一
切

血飛
生
一〇
輔滅
呂度

一
切
衆
…生
一已
o
而
鉦
少
膚
♂
一
血
飛
生
實
一滅
度
」者
一〇
輔露
々
(
究
寛
無
我
分
第
十
七
)

ビ
あ

る
の
が
正
に
此
丈
を
復
び
畢
げ
た
も
の
で
、
住

ε
降
伏

ご
は
並
に
分
別
し
て
言

つ
た
も
の
で
は
な
い
。
本
経

の

第

二
分

に
唯
「
慮
如
是
降
伏
其
心
」
の
み
を
述

べ
て
「
癒
如
是
住
」
こ
い
ふ
こ
ε
が
な

い
の
は
、
経
文

の
不
備

ビ
い
は
ね

ば
な
ら
ぬ
。

こ
、
に
用

ゐ
た
羅
什
課
以
外

の
諸
本
郎
ち
魏
の
留
支
本
、
陳

の
眞
諦
本
、
唐

の
元
奨
本
、
義
浮
本
な
ご

に
は
、
降
伏

の
間

に
、

し

、

、

、

雁
脚三云
何
住
。
云
何
修
行
。
云
何
降
工伏
其
心
一。

ど
問
ひ
、

　

　

　

　

慮
箒
如
是

住
、
如
是

修

行
、

如
是
降

二伏
其

心
鴫

清
儒
楡
曲
園
定
そ
の
金
剛
経
注
(
二
)

三



清
儒
愈
曲
園
虐
そ
の
金
剛
経
注
(
二
)

四

ビ
答

へ
た
様

に
、
修
行
ε
い
ふ
こ
ご
が
介
在
す

る
の
が
常
に
な
つ
て
居
り
、

こ
、
に
住

ε
修
行
ご
降
伏

ご
の
三
義
を

以

て
解
く
説
も
生
す
る
の
で
あ

る
が
、
凡
て
是
等

の
諸
本
に
は
前
節

の
願
樂
欲
聞

の
下

に
於
て
佛
が
再
び
上
文
を
複

畢

し
た
箇
所
が
な
い
。
羅
什
本
に
の
み
、
「
慮
如
是
降
伏
其
心
」
の

一
語
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
で
は
佛
が
降
伏
其
心
の

み
に
偏
著
す

る
所
あ

つ
て
か
く
言

ふ
如
く
見

ら
れ
る
が
、

こ
、
で
は
降
伏
も
住
も
分
別
な
き
を
以

て
如
是
住
を
省
略

　

　

　

　

　

も

　

　

　

　

　

　

も

　

　

　

も

　

し
だ

の
で
あ
る
ご
も
言

へ
る
。
然

し
實

は
こ
の
「
慮
如
是
降
伏
其
心
」
の
七
字
は
術
文
で
あ

る
。
元
來
本
経
の
主
旨
は

住
帥
降
伏
ご
い
ふ
黙

に
あ

る
の
で
、

こ
れ
は
本
よ
リ
ニ
な
き
も
の
で
あ
る
。
何
を
以
て
一
一
つ
に
之
を
分
別
し
て
之
を

言
は
う
か
Q
而
も
帥
住
帥
降
伏
の
法
は
無
我

に
外
な
ら
な
い
。
故

に

「
無
我

の
法

に
遽
達
す

る
者
は
眞

に
是
れ
菩
薩

也
」

ご
日

つ
て
ゐ
る
で
は
な

い
か
。
有
我
な
れ
ば
有
人

で
あ
り
、
有
我
有
人

で
あ
れ
ば
好
醜
が
あ
る
。
故

に

我

ご
人
ご
衆
生
ε
壽
者
ご
を
以
て
之
を
該
し
た
の
で
隔

衆
生
相
、
壽
者
相
は
猶
醜
相
好
相

ε
言

ふ
が
如
き
も
の
で

あ
る
。
衆
生
を
滅
度
す
る
ご

い
ふ
事
は
義
ど

し
て
重

ん
す
る
所
で
は
な

い
。
借
る
に
言
を
以
て
し
た
迄

で
あ
る
。
恰

も
論
語
に
、
子
路
が
孔
子

に
向

つ
て
「
願
は
く
ば
子

の
志
を
聞
か
ん
」
ご
言

ふ
に
樹

し
て

子
日
。
老
者
安
ノ之
。
朋
友
信
乏

Q
少
者
懐
乏

。
(
公
冶
長
)

ピ
言

つ
た
如
き
も
の
で
、
是
は
孔
子
が
借

つ
て
以
て
言

こ
な
し
た

に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
蓋
し
心
は
本
、
室
虚
で

あ
る
。
其
が
事
に
因

つ
て
見
は
れ
る
の
で
あ
る
。
故

に
こ
、
に
滅
度
を
言

ふ
も
下
に
布
施
を
言

ふ
も
其
義
は

一
で
あ

る
。
若
卵
生
若
胎
生
以
下
は
唯
廣
く
衆
生
見
の
無
量
無
歎
無
邊
な
る
こ
ご
を
陳

べ
た

の
で
、
初
よ
り
深
義
が
あ

る
課



で
は

な

い
。

而

る

に
解
す

る
者
は
乃

ち
胎

卵
渥

化
は
皆

心
に
喩

へ
る
ご

い
ふ
風

に
考

へ
て
ゐ

る
が
、

そ

れ
は
全

く
曲

説

で
あ

つ
て
深

き
を
求

め
ん

ε
し

て
反

つ
て
淺

き

に
失

し
た

威

が
あ

る
。

第

三

節

復

次
須
菩

提
。
菩
薩

於
レ法
癒
三無
ソ所
レ住
行
二於

布
施

一。

所
〆謂
不
崔

レ色
布

施
。
不
ン住
昌聲
香
味

鯛

法
一布

施
。
須
菩

提
。

菩
薩

慮
一一如
レ是

布
施

不
ソ住
一一於
相
一。

何
以
故
。
若
菩
薩
不
レ住
レ相
布
施
。
其
幅
徳
不
レ
可
轟思
量
ゆ
須
菩
提
0
於
レ
意
云
何
Q
東
方
虚
空
。
可
二思
量
"
不
O
不
也
。
世
尊
。
須
菩
提
南
西
北

方
四
維
上
下
虚
空
。
可
=思
量
一不
Q
不
也
Q
世
尊
。
須
菩
提
o
菩
薩
無
レ住
レ相
布
施
。
輻
徳
亦
復
如
レ
是
9
不
レ可
=思
量
一。

須

菩
提

。
菩
薩

但
慮
昌如

レ所
レ激

住
㌔

(妙
行
無
住
分
第
四
)

金

曲
園

は
此
交

を
第

三
節

ご
し
、
須
菩

提

が
慮

に
云

何
か
住
す

べ
き
や

ご
問

ふ

に
野
し
、

佛

は
慮

に
住
す

る
所
無

か

る

べ
き
も

の
を
以
て
告

げ
給

ふ
た

の
で

あ

る
こ
し

て

ゐ
る
。

帥
ち

若
し

心

に
住

あ

ら
ば
則

ち

住

に
非

す
。

不
住

を
以

.
て
住

ε
な
す

の
で
あ

る
。
帥

住
帥

降
伏

の
謂

に
外

な
ら

ぬ
。
上
文

に
滅

度

の
言
を

以

て
既

に
菩

薩

の
我
相

人
相
衆
生

・相
壽

者

相

の
無

な

る
事

を
明

に
し
、

此

に
叉

布
施

の
言

を
以

て
相

に
住

せ
ざ

る
事

を
日

つ
た

が
、

相

に
住

せ
ざ

る

こ

ご
は
是

れ
無
相

を
以

て
す

る
こ
ε
で
あ

る
。
こ

、
に
佛

は
須

菩
提

に
告

ぐ

る
に
、
帥
住

即
降
伏

の
妙

旨

を
以

て
し
た
。

故

に
「
菩

薩

は
但

,癒

に
数

ふ

る
所

の
如

く
住

す

べ
し
」
ε
日

つ
た

の

で
あ

る
。
荷
く

も
敷

ふ
る
所

の
如

く
住

し
な

い
な

清
儒
命
曲
園
ぜ
そ
の
金
剛
経
注
(
ご
)

五



滴
儒
命
曲
園
定
そ
の
金
剛
経
注
(
二
)

六

ら

ば

凡
夫

の
貧
署

に
な

つ
て

し
ま

ふ
で

あ
ら

う
。

奮
解

で
は
、

上
節

で
佛

が
須
菩

提

に
向

つ
て
「
磨

如
是
降

伏
」
を
告

げ
、

此
節

で
は
「
慮

如
是

住
」
を

告

げ

た
も

の

こ

す

る
。

佛

は
果

し
て

か
く

の
如

く
分
別

し
て
之

を
言

つ
た

で
あ

ら
う

か
。
問

の
順

序

か
ら
考

へ
て

も
何
故

に
降
伏

を

先

に
し
佳
を

後

に
す

る
こ

ε
が
あ

ら
う
。

第

四
節

須

菩
提
。

於
レ意

云
何
。

可
F以
一一身
相

一見
中如

來
轟

不
。
不

也
。

世
奪

。

不
レ可
F以
一一身
相

一得

由見
一一
如
來

一。

何
以
故

。
如

來

所
レ
説

身
相
。

帥
非

身

相
一。

(色
即
空
也
)
佛
告
=
須
菩

提
一。

凡
所
レ有

粗

。
皆
是

虚
妄

。
若

見
昌
諸
相

非
ワ相
。

帥
見
昌如

來

一〇

(如
理
實
見
分
第
五
)

須
菩
提
白
レ佛
言
。
世
尊
頗
有
下衆
生
得
レ聞
二如
レ是
言
説
章
句
一生
中實
信
上不
。
佛
告
二須
菩
提
ゆ
莫
レ作
二是
説
哺
如
來
滅
後
。
後
百
歳
。
有
下持
戒
修

輻
者
。
於
=此
章
句
一能
生
昌信
心
一以
レ此
爲
占實
9
當
レ知
是
人
。
不
下於
=
嚇佛
二
佛
三
四
五
佛
弔
而
種
頃善
根
切
E
於
二無
量
千
萬
佛
所
殉種
昌諸
善
根
↓

聞
詰是
章
句
哺
乃
至

一
念
o
生
昌浮
信
一者
o
須
菩
提
9
如
來
悉
=知
悉
四見
是
諸
衆
生
得
=如
レ是
無
量
繭
徳
↓

何

以
故
。

畑
謙
獅
趣
眠
勧
姻
字
無

一復

我
相

人
相
衆

生

相
壽

者
相
剛。
亦

無
レ非
昌法
相

一。
葡
擶
阯
淋
撫
嚇
捌
勧
何

以
故

。
趣
諦
熟
卸

姻
艀
服
吻
若
心

取
レ相

。

則
爲
レ著
二我
人
衆

生
壽

者

一。

凱
賦
肋
筋
脚
%
棚
触
若

取
二法
相

一。

帥
著

我

人
衆

生

壽

者
一。
鮪
鷹
鰍
討

削
碕
鴨

伽
か
蜘
。
鴛
醇
旅
鰯
若

取

非

法
相

一。

即
薯
二我
人
衆

生
壽

者
聯

撫
郁
礪
解
筋
%

是

故

不
レ慮
レ取
レ法

。
不

癒

レ
取

一非

法
一。

以
二是
義

故
。
如

來
常

説
。
汝

等
比

丘
知
鼠我
説
レ法
如
二筏
喩

者
一。

法

爾
慮
レ捨
。

何

況
非

法

。
(正
信
希
有
分
第
六
)



右

の
文
を
以
て
命
曲
園

は
第
四
節
ご
し
、
相
に
住
せ
ぬ
ご
い
ふ
事
か
ら
之
を
極
言
し
て
法
相
非
法
相
に
至
る
ま
で

皆
有
ご
す

べ
か
ら
ざ
る
者
だ
ご
の
意
味

を
明

に
し
た
ビ
す

る
の
で
あ
る
。

こ
、
に
「
法
す
ら
術
慮

に
捨

つ
べ
し
」
ご
言

つ
て
あ

る
が
、

こ
の
法
ご
は
愈
曲
園

に
從

ふ
ご
、
「
慮
如
是
住
」
で
あ
り
、
捨

ご
は
「
慮
・如
是
降
伏
」
の
こ
ビ
で
あ
る
。

第
五
節

9

須
菩
提
。
於
ソ意
云
何
。
如
來
得
二阿
褥
多
羅
三
貌
三
菩
提
一耶
。
如
來
有
所
レ説
法
一耶
。
須
菩
提
言
。
如
謹我
解
彿

所
レ

説
義
一。
無
レ有
下定
法
名
巾阿
褥
多
羅
三
貌
三
菩
提
占。
亦
無
レ有
一一定
法
如
來
可
ツ説
。
離
僧
魚
贋
獅
鴻
碇
無
鋤
隅
が
獅
魅
即

何
以

故
。
如
來
所
読

法
。
皆
不
レ可
レ
取
。
淀
徽
酬
鮪
茄
℃

不
レ可
読

。
噺
縮
彌
な

非
レ法

撫
嘘
で

非
=非
法
一。
撫
鑛
で

所
以
者

何
。

一
切
賢
聖
。
皆
以
昌無
爲
法
一而
有
昌差
別
一。

須
陶
渤
瀕
確
B
転
廊
伽
服
罫
放
勃
噸
眺
噸
隅
無
麟
潔
勅
鏑
双
幡
"
動
駅
渦
初
祇
か
痢
線

筋
寒

藻

墾

之
(無
得
畿

分
筆

)

須
菩
提
O
於
レ意
云
何
O
若
人
満
ち
一千
大
千
世
界
一
七
寳
以
用
布
施
Q
是
人
所
レ得
幅
徳
Q
寧
爲
レ
多
不
。
須
菩
提
言
Q
甚
[多
Q
世
尊
Q
何
以
故
O
是

編
徳
)
即
非
昌幅
徳
性
哺
是
故
如
來
説
昌繭
徳
多
哺
若
復
有
下人
於
詰庇
経
中
殉
受
鵠持
乃
至
四
句
偶
等
叩
爲
昌他
人
一説
切
其
幅
勝
レ彼
Q
何
以
散
。
須
菩

提
。

一
切
諸
佛
及
諸
佛
阿
簿
多
羅
三
貌
三
菩
提
法
。
皆
從
一一此
経
一出
。

須
菩

提

。
所
レ
謂
佛

法

者
。
帥

非
昌佛

法
一。

噸
挽
施
努
傷
嚇
羅
唖
防
撮
歓
儲
幌
齢
灘
倣
貿
柄
郊
凝
齪
猟
噌
鴨
頽
勝
噛
法
(依
法
出
生
分
第
八
)

須
菩
提
。
於
ノ意
云
何
。
須
陀
疸
。
能
作
四是
念
三我
得

須

陀
涯
果
一不
。
須
菩
提
言
。
不
也
,
世
尊
Q
何
以
故
。
須
陀

渣
名
爲
二入
流
心。
顯
饒
礪
瞭
礁
吻

而
無
レ所
レ入
。
不
レ入
二色
聲
香
味
鯛
法
一。
顯
醗
傭
報
礁
如

是
名
須

陀
渣
一。
瀟
翻
噸
蝿
継
陶

清
儒
余
曲
園
宣
そ
め
金
剛
経
注
(
二
)

七



清
儒
命
曲
園
定
そ
の
金
剛
経
注
(
ご
)

.

八

渣
の
法
に
非
る
も
の
で
あ
ろ
。
下
丈
の
斯
陀
含
に
し
て
も
阿

那
含
に
し
て
も
、
均
し
く
皆
島
に
ょ
つ
て
説
く
の
で
あ
る
。

須
菩

提
Q

於
レ意

云
何
。
斯

陀
含
。

能

作
餌是
念
三我
得
昌斯
陀

含
果

一不
。

須
菩

提
言

。

不
也
。

世
奪

。
何

以
故

。
斯

陀

含
Q

名

二

往
來
一。
而
實

無
=往
來

一。

是

名
=斯
陀
含

一。

須
菩

提
。

於
ノ意

云
何
Q

阿
那

含
。
能

作
四是

念
三
我
得

=
阿

那

含

果
一不
。
須

菩
提

言
。

不
也

。
潰
尊

。

何
以
故
。

阿

那
含
名
　不
來

哺。

而
實
無
二不
來

輔。
是

名
　阿

那
含

一。
須
菩

提
。

於
レ意

云
何
。

阿
羅
漢

。
能

作
四是
念
三我

得

陶

羅

漢
這

一不
。

須
菩
提

吉
。

不
也

。
世

奪
。

何
以
故

。
實

無
レ有

唱法
名
二

阿

羅
漢

一。

上
丈
定
相
互
に
備
る
の
で
、
實
に
法
の
阿
羅
漢
芝
名
つ
く
者
が
有
る
の
で
に
な
い
。
同
檬
に
法
亡
し
て
須
陀
渣
、
斯
陀
含
、
阿
那
含
な
ご
ぜ
名
つ
く

も
の
が
實
際
あ
ろ
謬
で
に
な
い
o

世
尊
。
若
阿
羅
漢
作
四是
念
三我
得

阿

羅
漢
溢
一。
即
爲
レ著
二我
人
衆
生
壽
者
一。
翻
剛
灘
燃
跡
舳
騙
…
世
曾
。
佛
説
F哉
得
　無

謬
三
昧
一。
人
中
最
爲
二第

=
。
是
第

一
離
院欲
阿
羅
漢
亀。
縫
奪
。
我
不
レ
作
=
是
念
司
我
是
離
欲
阿
羅
漢
。

世
尊
。
我

若
作
田是
念
ヨ我
得
向

羅
漢
滋
一。
世
尊
則
不
レ説
下須
菩
提
是
樂
陶

蘭
那
行
一者
㌔

以
嵩須
菩
提
實
無
二所
行
一。
而
名
三須
菩

提
是
樂
阿

蘭
那
行
一。

砥
卯
獺
繕
曜
蘭
防
撫
鯛
砿
魏
繊
%
す
(
一
相
無
相
分
第
九
)

.

佛
告
須

菩
提
一。
於
慧

云
何
Q
如
來
在
　
然
燈
佛
所
一有
二所
得
一不
。
不
也
。
澄
曾
。
如
來
在
二然
燈
佛
所
一。

於
レ
法
實

無
所
得
。
難
薙
騎
灘
鯉
羅
醗
講
罫
旛
吻
騰
鰹
銀
朧
輝
鞭
盤
のの藷
硫

須
菩
提
。
於
ノ意
云
何
。
菩
薩
荘
昌嚴
佛
土
一不
。
不
也
。
世
奪
。
何
以
故
。
荘
一一嚴
佛
土
一者
。
帥
非
二荘
嚴
一。
是
名
一荘



嚴
一ρ
齢
咽
銚
雄
懸
困
描
藤
げ
臓
磁
鞭
効
呪
瀞
麟
蜘
椰
罎
謬
費
卿
禰
姻
紡
雅

是
故
須
菩
提
。
諸
菩
薩
摩
詞
薩
。
贋
婁

蛋
二露

f
。
講

薇

穐

楚

%
無
不
レ慮
在
色

生
ソ心
。
不
暴

住
二聲

香
昧
鰯
法
一生
占心
。
懸
壺
少
所
レ
住
而
生
真

心
一。
礁
加
劇
%
有
(荘
嚴
佛
土
分
第
+
)

こ
れ
命
曲
園
の
所
謂
第
五
節
で
あ
つ
て
、
上
文

の
「
法
省
癒
捨
」
を
承
け
、
更
に
進
ん
で
濁
b
捨

つ
べ
き
で
あ

る
の

み
な
ら
す
、
無
法
で
あ
る
鐸

で
、
須
陀
疸

よ
り
し
て
成
佛
に
至
る
ま
で

　

　

　

も

　

し

皆
是
佛
法
で
あ
り
、
皆
非
佛
法
で
あ

つ
て
同

一
無
爲
法
で
あ
る
こ
ご
を
見
は
し
た
も

の
で
あ
る
。
無

の
極
は
清
浮

　

　

　

も

も

　

も

も

ひ

　

も

も

ぢ

　

も

も

　

　

も

も

　

　

　

め

　

ゐ

も

　

　

　

も

　

　

　

　

　

　

　

　

　

で
あ

る
。
清
浮
の
極
は
湛
然
無
物
に
し
て
天
下

の
理
は
皆
此
よ
り
し
て
出
つ
る
の
で
あ

る
。
是
を

「
無
レ所
レ
住
而
生
　

　

　

も

　

　

も

　

　

　

其

心
哺」
ε
謂
ふ
の
で
あ

る
。
荷
く
も
住
す

る
所

あ
ら
ば
帥
ち
其
心
を
生
す
る
事
は
不
能
で
あ

る
。
故

に
帥
住
帥
降
伏

の
要

は
「
無
ノ所
レ住
而
生
二其
心
こ
に
在

る
。
然

る
後
以

て
佛

ご
成

る
べ
く
、
然

る
後
以

て

一
切
の
衆
生
を
滅
度
す

る
こ

ご
が
出
來

る
の
で
あ
る
。
佛

が
須
菩
提

℃
告
ぐ
る
の
大
旨
は
略

々
此

に
盤
く
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

第
六
節

須
菩
提
。
警
如
レ
有
菖
人
身
如
二彌
山
王
一。
於
レ意
云
何
。
是
身
爲
レ大
不
。
須
菩
提
言
。
甚
大
。
僅
尊
。
何
以
敢
。
佛

説
一非
レ身
是
名
　大
身
一。
(荘
嚴
浮
土
分
第
+
)

須
菩
提
。
如
一一恒
河
中
所
レ
有
沙
敷
殉
如
レ
是
沙
等
慎
河
。
於
レ
意

云
何
Q
是
諸
恒
河
沙
。

寧
爲
レ
多
不
Q

須
菩
提

言
O
醤
多
O

世
尊
O

但
諸
恒
河
術
多

無
敷
。
何
況
其
沙
。
須
菩
提
o
我

今
實
言
告
レ汝
。
若
有
コ善
男

子
善
女
人
殉
以
昌
七
寳

一
満
路
爾
…所
恒
河
沙
数
、

三
千
大
千
世
界

司
以
用
二
布
施
喝
得
レ

溝
儒
愈
曲
園

ミ
そ
の
金
剛
経
注
(
二
)

九



、溝
儒
命
曲
園
定
そ
の
金
剛
経
注
(
ご
)

一
〇

・

輻
多
不
o
須
菩
提
言
o
甚
多
。
世
尊
o
佛
告
昌須
菩
提
叩
若
善
男
子
善
女
人
。
於
二此
経
中
↓
乃
至
受
=持
四
旬
偶
等
喝
爲
二他
人
一説
Q
而
此
輻
徳
勝
=

前
輻
徳
叩
ー
(無
爲
稿
勝
分
第
十

一
)1

復
次
須
菩
提
Q
随
レ読
昌是
経
乃
至
四
句
偶
等
一。
當
レ知
此
威
。

一
切
世
間
天
人
阿
修
羅
。
皆
慮
岳供
養
如
3佛
塔
廟
喝
何
況
有
レ
人
、
盤
能
受
持
讃
諦
o

須
菩
提
O
當
レ知
是
人
、
成
昌就
最
上
第
一
希
有
之
法
一。
若
是
経
典
所
在
之
露
。
則
爲
レ
有
二佛
若
尊
重
弟
子
喝
ー
(奪
重
正
教
分
第
十
ご
)1

爾
時
須
菩
提
白
レ佛
言
o
世
尊
o
當
謹何
名
昌漉
経
哺
我
等
云
何
奉
持
o
佛
告
昌須
菩
提
叩
是
経
名
爲
二金
剛
般
若
波
羅
蜜
一。
以
二
是
名
字
哺
汝
當
=奉
持
哺

所

以
者

何
。
佛

説
三般

若
波
羅
蜜

即
非

二般
若

波
羅
蜜

一。

非
法
が
是
れ
法
で
あ
る
、
同
じ
く
非
易
が
是
れ
均
で
あ
ろ
ミ
い
ば
れ
ば
な
ら
ぬ
。
庇
よ
り
以
下
に
佛
法
の
非
佛
法
な
る
こ
亡
た
明
に
す
る
の
で
あ
ろ
Q

須

菩
提

。
於
レ意

云
何
。

如
來
有
昌所
レ説

法

一不

。
須

菩
提
自

レ佛

言
。

世
奪

。

如
來
無

レ所

レ
説

。

微
旋
灘
撚
陥
灘
融
撫
滋
B

て
以
て
説
な
な
す

ご
定
に
出
來
ぬ
o

須

菩
提

。
於
レ意

云
何
。

三
千

大
千
世

界
所

ノ
有
微

塵
。

是
爲
多

不
。

須
菩

提
言

。
甚
多

。

世
尊

。
須
菩

提

、
諸

微

塵

。
如

來
説
F非
二微

塵
一。

是
名
ゆ微
塵
上。
如

來

説
下世
界

非
二世
界

一、

是
名
中世
界

血。
暇
聾
炬
嚇
肋
夙
琳
繍
筋
罵
劒
㏄
柚
防
脚
世
堺

小
亡
ぜ
ば
小
ε
な
す
に
足
ら
な
い
、
大
に
執
し
て
大
定
す
る
な
ら
ば
大
ビ
す
る
に
足
ら
沁
。
然
ら
ば
微
塵
に
小
で
ば
な
い
、

世
界
に
乃
ち
小
で
あ
ろ
o

是
の
故
に
微
塵
に
非
ざ
う
も
の
為
微
塵
ぜ
名
づ
け
る
。
世
界
に
大
で
に
な
い
、
微
塵
が
乃
ち
大
で
あ
ろ
定
も
云
へ
ろ
。

是
の
故
に
世
界
に
非
る
も
の
為

世
界
亡
名
け
る

の
で
あ
ろ
o

須

菩

提
。
於

レ意

云

何
。
可
下以
一一三
十

二
相

一見
中如
來
此不
。

不
也

。
世
尊

。
不

レ可

下以
昌三
十

二
相

一得

占見
・一如

來

一。
何
以

故
。

如

來
説
下
三
十

二
相
郎

是
非
〆
相

。

絶
郁
獅
鴇
空

是
名
窄三
十

二
相
亀。
灘
㈲
提
絶
吻

須
菩
提
0
著
右
昌善
男
子
善
女
人
鱒
以
溢恒
河
沙
等
勇
命
己布
施
Q
若
復
有
レ人
。
於
昌此
経
申
弔
乃
至
受
=持
四
句
掲
等
幻
爲
一一他
人
二観
Q
其
鵬
甚
多
O



(
如
法
受
持
分
第
十
三
)

爾
時
須
菩
提
。

聞
レ
説
二
是
経
叩
深
解

一義
趣
弔
涕
涙
悲

泣
。

而
白
レ
佛
言
。
希
有
。
世
尊
。
佛
説
二
如
レ
是
甚
深
経
典
一。
我
從
レ
昔
來
。

所
レ
得
慧
眼
。
未
二

曾
得
フ
聞
=
如
レ
是
之
経
一。
世
尊
o
若
復

有
レ
人
。
得
レ
聞
昌
是
経
殉

信

心
清

浮
。

c則
生
二
實

相
一。
鰭
茄
酷
岬
取
勢
駅
勤
餉
が
翻
罵
旗
繍
晦
生

當
レ知
是
人
成
篇麗
第

一希
有
功
徳
⑩

。

世

尊
、
是

實

相

者
。

即

是
非
レ相

。
是
故

如
來

説
名
二實

相
一。
櫨
喉
陥
蘇
吻
躰
噛
郁
脚

世
尊
、
我
今
得
レ聞
鞘一如
レ是
経
典
叩
信
解
受
持
O
不
レ足
レ爲
レ難
。
若
當
來
世
Q
後
五
百
歳
Q
其
有
昌衆
生
鱒
得
レ聞
昌是
経
⑩
信
解
受
持
O
是
人
則
爲
二

第

一希
有
殉

何
以
故
。
距
ル
律
字
無
二我
相
噌、
無
昌
人
相
噌、
無

聚

生
相
哺、
無
　
壽
者
相
噌。
所
以
者
何
。
我
相
郎
是
非
ノ相
。
人
相
衆

生
相
壽
者
相
。
帥
是
非
レ相
Q
何
以
故
。
離
　
一
切
諸
相
一Q
則
名
諸

佛
一。

世
界

定
い
ひ
微
塵

ミ
い
び
佛

の
三
十

二
相
定
云
ふ
も
皆
未
だ
相
た
離
れ
六
も
の
で
に
な

い
Q

両
し
て
皆
實
粗
で

に
な

い
の
で
あ

る
。
故
に
大
勇

の

一

喩
か
ら
以
後
に
皆

此
の
意
た
獲
明
す

る
の
言
で
あ

つ
て
、

一
切
の
相
た
離
れ

る
定

い
ふ
こ
定
為
以
て
麟
宿

宣
す

ろ
の
で
あ

ろ
o

佛
告
須

菩
提
㌔

如
是
Q
如
是
。

若
復
有
レ人
Q
得
レ聞
二是
経
弔
不
レ驚
不
レ怖
不
レ畏
。
當
レ知
是
人
甚
爲
二希
有
相

何
以
故
。
須
菩
提
、
如
來
説
、

第

一
波
羅
蜜
帥
非
　
第

一
波
羅
蜜
一。

畔
酷
晦

是
名
二
第

一
波
羅
蜜
一。

麟
聯
讐
た
須
菩

提
。
忍
辱
波
羅
蜜
。
如
來
説
、
非
二怨
辱
波
羅
蜜
一。

繍
む
厳
課
畷
卿
徹
双
例
黛
冊
激
脚
肌
貧
灘
捌
胤
ロ
ガ
認
略
徹
耀
纈
%
以

清
儒
愈
曲
園
定
そ
の
金
剛
経
注
(
二
)

=



清
儒
命
曲
園
建
そ
の
金
剛
経
注
(
二
)

=

一

何
以
故
Q
須
菩
提
。
如
下我
昔
爲
二歌
利
王
一罰
中載
身
禮
占。
我
於
爾

時
一。
無
我

相
一。
無
二人
相
一。
無
二衆
生
相
一。
無
　壽

者
相
輔。
何
以
故
。
我
於
程

昔
節
節
支
解
時
一。
若
有
昌我
相
人
相
衆
生
相
壽
者
相
一。
慮
レ生
二瞑

恨
一。
須
菩
提
。
又
念

過
去
於
主

百
世
一。
作
忽

辱
仙
人
嚇,
於
爾

所
世
一。
無
二
我
相
一。
無

λ

相
一。
無
昌
衆
生
相
一。
無
一壽
者
相
一。
蟹
噂
破
曜

て
此
の

二
事
た
謹
し
離
相
の

功
為
明
に
す

ろ
の
で
あ

ろ
。

是
故
須
菩
提
。
菩
薩
慮
下離
=

切
相
一。
襲
中阿
褥
多
羅
三
貌

三
菩
提
心
轟不
レ懸
二住
レ色
生
ツ心
。
不
レ癒
下住
二聲
香
味
鰯
塗

生
芯
。
鷹
・生
二無
所
住
心
哺。
罐

漿

欝

鶴

製

祝
騒
魏

姓
麓

器

胸
錫
羅
講

つ凝

慕

釜
で

以
上
第
六
節
は
、
前

に
相
に
住

せ
ざ
る
こ
ご
に
因
つ
て
之
を
極
言
し
て
無
爲

の
法

に
至
る
べ
き
こ
ご
を
説
き
所
謂
佛

法
は
凡
て
非
佛
法

な
る
事
を
明
に
し
た
か
ら
、

此
に
は
佛
の
法
は
法

に
非
す

ご
い
ふ
こ
ε
を
極
言
し
て

一
切

の
相
を

離

る

》
に
至
ら
し
め
、
之
を
相

に
住

せ
ざ

る
慮

に
蹄
し
廻
環
し
て
相
の
生
す

る
こ
ご
を
開
示
し
た
の
で
あ

る
。
帥
ち

凡
て
法
相
は
皆
塞
で
あ

る
ご
見
得
す

る
こ
ご
が
降
伏

の
極
切

で
あ
る
ε
見
た
の
で
あ
る
。

第
七
節

若
心
有
レ住
。
則
爲
レ非
レ
住
。
聯
服
淋
稚
防
融
奴
雄
継
尉
切
か
轍
鯨
脚
雛
瀞
驚
獄
卿
噛
筋
が
魁
是
故
佛
説
.
菩
薩

心
不
レ慮
　住
レ
色
布

施
一。
須
菩
提
。
響
薩
爲
レ利
引盆

一
切
衆
生
一。
慮
二如
レ是
布
施
一。
如
來
説
、

一
切
諸
相
帥
是
非
レ相
。
艶
冤

に
又
説
、

一
切
衆
生
。
帥
非

衆

生
一。
鋤
擁

に
須
菩
提
。
如
來
是
眞
語
者
實

語
者
。
如
語
者
。
不
譲
語
者
。
不
異
語
者
。
勲
舗
轍
飾

語
で
あ
り
亦
即
ち
不
読
語

不
異
語
で
あ

ろ
o
其

の
眞

の
如
く
其
の
實

の
如
き
が
故
に
不
誰
不
異
で
あ

る
o
佛
ば
之
た
須
菩
提

に
告
げ

て
、

其

の
言
の
信

す

べ
く
し
て
、
眞

語
實

諮
ば
不
誼
不
異

に
し
て
如

語
に
非

ざ
る
な
昏
為
明

に
し
糞
も

の
で
あ

ろ
o

其

の
義

の
ま

」
に
説
く

こ
ミ
に
有
語
亦
無

語
ピ

い
ふ



こ

ミ
に

/

な

ゐ
o

　

　

　

　

須
菩
提
。
如
來
所
レ得
法
。
此
法
無
レ實
無
虚

。

こ

・
に
無
實

定
い
ふ
の
に
非
法
定

い
ふ
こ
ビ
で
あ
リ
、
無
虚

亡
い
ふ
に
非
罪
法
に
當

る
。

前
に
「
如
來
於
レ
法
無

レ所
レ
得
し
定
あ
る
の
に
無
レ實

た
明

に

し
☆
の
で
あ
る
が
、
島
に
「
如
來
所
得
法
」
ε
い
ふ
の
は
無

虚
の
義
な
明
に
し
六
の
で
あ
る
。
無
實
ば
降
伏

の
功
で
あ

つ
て
、
無
盧

ば
佳

の
敷
に
外
な

ら
な

い
。

惟

々
如
來

ぱ
法
に
於
て
得

る
所
無
告
が
故

に
如
來

の
所
得
の
法
ぜ
な

る
の
で
あ

ろ
。
蓋
し
不
佳

蜜
い
ふ

こ
ピ
に
以
て
降
伏
た
言

ふ
に
足
ら

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

な

い
が
而
も
不
降
伏
も
亦
以
て
住
亡
言

ふ
に
足
ら
ぬ
Q
故
に
佛
は
般
若
波
羅
蜜
Q

即
非
般
若
波
羅
蜜
ぜ
説
く
の
で
あ
ろ
Q
即
住
即
降
伏

に
是
れ
非
法

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

非
非
法
で
あ
り
郎
ち
無
實
無
盧
で
あ

ろ
。
金
剛
経
の
大
旨
に
庇
に
盤
き
て
ゐ
る
ミ
謂

つ
て
よ

い
。

須

菩

提

、

若

菩

薩

心

住

=於

法

一。

而

行

　
布

施

一。

如

　
人

入

ヲ闇

。

則

無

レ所

レ
見

。

若

菩

薩

心

不

レ
住

レ法

。

而

行

二
布

施

一。

下

如

下人

有

ソ
目

。

日

光

明

照

。

見

中種

種

色

㌔

須
菩
提
、
當
來
之
世
。

苦
有
=
善
男
子
善

女
人

鱒
能
於
二
此
経
叩
受

持
讃
諦
Q

則
爲
下
如
來

。以
=
佛
知
慧

一悉
知
昌
是

人
叩
悉
見
=是

人
殉
皆
得
占成
調
就
無

量
無
蓬
功
徳
叩
(
離
相
寂
滅
分
第
十

四
)

須
菩
提
、
若
有
昌
善
男
子
善

女
人
殉
初
日

分
以
二
恒
河
沙
等
臭

一布
施
。
中
日

分
、
復
以
二
恒
河
沙
等
男
'
布
施
。
後
日
分
、

亦

以
恒
河
沙
等
均
一
布
施
。

如
レ
是
無
量
百
千
萬
億
劫
。

以
レ
勇
布
施
Q
若
復
有
レ
人
o
聞

二
庇
絶
典
ゆ
信
心
不
レ
逆
。
其
幅
勝
レ
彼
o
何
況
書
爲
受
持
讃
諦
o
爲
レ
人
解
説
Q
須
菩
提
o

以
レ
要
言
レ之
。

是
絶
有
二
不
可
思
議
、
不
可
構
量
、
無
淺

功
徳
↓
如
來
爲
下獲
二
大
乗

一者
上説
。
爲
下
護
=
最
上
乗

昌者
上説
。
若

有
レ
人
。

能
受
持
讃
諦
O

廣

爲
レ
人
説
Q
如
來
悉
知
二
是
人
哺
悉
見
二
是
人
幻
皆
得
レ
戊
二就

不
可
量
、
不
可
構
、
無
有
遽

、
不
可
思
議
功
徳

叩
如
レ
是
人
等
Q

則
爲
レ
荷
=
澹
如
來
阿

赫
多
羅
三
貌

三
菩
提
喝
何
以
故

、
須
菩
提
、

若
樂
二
小
法

一者
。
著
一一我
見
人
見
衆
生
見
壽
者
見

閃
則
於
=
此
経
叩

不
レ
能
二臆

受
譲
諦
爲
レ
人
解
説

一。須

菩

提
、
在
在
盧
威
Q
若
有
鵠
此
経

喝

一
切
世
間

天
人
阿
修
羅
所
レ慮

二供
養
吻
當
レ
知
疵
威
。
則
爲
二
是
塔

一。
皆
慮

下恭
敬
、
作
禮
、
園
続
、
以
呂
諸
華

香
一而

散
中其

庭
切
(
持
経
功
徳
分
第
十
五
)

清
.儒
命
曲
園
ミ
そ
の
金
剛
経
注
(
二
)

=
ご



清
儒

愈
曲
園

宣
そ
の
金
剛
経
注
(
ご
)

一
四

復

次
須
菩
提
、
善

男
子
善
女
人
o
受
調
持
讃
蕊
諦
此
経
殉
若
爲
レ
人
輕
睡
、
是

人
先
世
罪
業
慮
レ
堕
二
悪
道
叫
以
昌
今
世
人
輕
朧
一故
。
先
世
罪
業
。
則
爲
潰

滅
Q
當
レ
得
昌
阿
褥
多
羅

三
貌
三
菩
提

哺
須
菩
提
。

我

念
過
去
無
量
阿
曾
紙
劫
。

於
二
然
燈
佛
前
↓
得
レ
値
=
八
百
四
千
萬
億
那
由
他
諸
佛
ゆ
悉
皆
供
養

承

事
。
無
二
空
逝
者

哺
若
復

有
レ
人
Q
於
二
後
末
世
弔
能
受
コ
持
讃
諮
諦
雌
経
ゆ
所
レ
得
功
徳

、
於
下
我
所
レ
供
団
養
諸
佛

輔功
徳
切
百
分
不
レ
及
レ
一
。
千
萬
億

分
o

乃
至
箕
数
讐

喩
所
レ
不
レ
能
レ
及
。
須
菩
提
、
善

男
子
善
女
人
。
於

昌後
宋
世
哺
有
四受
凋
持
讃
ヨ
訥
雌
経
叩
所
レ
得
功
徳
。
我
若
具
説
者
Q
或
有
レ
人

聞
、

心
則
狂
齪
、
狐
疑

不
レ
信
Q
須
菩
提
、
當
レ
知
是
経
義
不
レ
可
昌
思
議

殉
果
報
亦
不
レ
可
二
思
議
輔
(
能
浄
業

障
分
第
十
六
)

以

上

第

.七

飾

は

上

來

の

所

説

を

反

覆

申

明

し

た

に

過

ぎ

な

い

。

こ

れ

迄

を

上

篇

こ

し

、

後

人

の

添

加

が

か

な

り

多

い

様

に

見

て

ゐ

る

。

五

下
篇
第

一
節

爾
時
須
菩
提
自
レ佛
言
。
世
尊
。
善
男
子
善
女
人
。
糞
二
阿
褥
多
羅
三
貌
三
菩
提
心
一。
云
何
慮
レ
住
。
云
何
降
二
伏
其

心
一。
佛
告
二須
菩
提
一。
善
男
子
善
女
人
。
登
二阿
褥
多
羅
三
貌
三
菩
提
心
一者
.
當
レ
生
二
如
是
心
一。
我
癒
レ滅
司度

一
切

衆
生
一。
滅
司度

一
切
衆
生
一已
。
而
無
レ有
二
一
衆
生
實
滅
度
者
一。
何
以
故
。
須
菩
提
。
若
菩
薩
有
=我
相
人
相
衆
生
相

壽
者
相
一。
則
非
二
菩
薩
一。
℃
棟
謙
祉
敵
拠
第
慾
耀
甜
璽
以

所
以
者
何
。
須
菩
提
。
實
無
レ有
下法
肇

阿
褥
多
羅

三
貌

三
菩
提
心
一済

。
礁
慰
穐
無
鮪
齢
磁
妙
脈

有

須
菩
提
。
於
γ意
云
何
。
如
來
於
=然
燈
佛
所
一。
有
三法
得
両

褥
多
羅
三
貌

三
菩
提
一不
。
不
也
。
世
愈
。
如
露我
解
所

レ



説
養

。
佛
於
熱

燈
佛
所
一。
無
レ有
高法
得
阿

褥
多
羅

三
貌
三
菩
提
一。
佛
言
。
如
是
如
是
Q
須
菩
提
。
實
無
三有

レ法
如

來
得
二阿
褥
多
羅
三
貌
三
菩
提
一。

塵
が
除

か
る
れ

ば
鏡
ば
明

に
な
ろ
。
,然
し
盟

鏡
其
者

案

盤
で
あ

る
。
塵
の
盤
き
六

る
に
由

つ
て
明
を
助
け
る
も

の
で
に
な

い
。
氷

に
揮
け
て
水

定
な
り
流
れ

る
o
然

し
流

る
ろ
事
は
固

よ
り
水
の
本
性
で
あ
る
。

氷
の
繹
く

ろ
事

に
よ

つ
て
其
流
た
盆
す
課
で
は
あ

る
ま

い
o

須

菩
提

Q
若
有
・法
如

來
得

二阿
褥

多
羅

三
貌

三
菩
提

哺者
・。

然
燈

佛
則
　

與

レ我
授
ソ記
。

汝

於
　來
世
哺。
當
下得
レ作

彿

號
中羅

迦
牟

尼
㌔

須
菩
提
に
「實
無
レ所
レ行
」を
以
て
し
て
世
尊
に
之
に
名
け
て
阿
蘭
那
行
為
樂
ふ
定
な
し
糞
、
如
來
に
「
實
無
レ所
レ得
」
た
以
て
し
て
然
燈
佛
は
記
為
授

け
て
來
世
に
於
て
は
佛
亡
な
つ
て
羅
迦
牟
尼
定
號
す
べ
し
定
言
つ
力
定
す
れ
ば
、
如
來
ぜ
須
菩
提
ぜ
に
差
等
が
つ
く
様
で
あ
る
け
れ
共
、
其
の
無
爲

●

法
為
以
て
す
る
時
に
則
ち

一
で
あ
る
o

何

以

故

。

如

來

者

帥

諸

法

如

義

。

こ
の
諸
法
如
義

定
い
ふ
の
に
、

叫
切

の
法
は
各

々
其
義

の
ま

」
に
蹄
す
ろ

亡
云
ふ
意

味
で
あ

る
。
如
來
に
恰
度
明
鏡
の
如
琶
も

の
で
あ
る
、
前
に
人

の
來

う
に
當

つ
て
に
人
糞
る
事
た
知
り
、
物

の
來

る
あ
ら
ば

見
て
物

亡
す
る
、
其

の
來
る
が
如
き
も
其
ま
ま
で
あ
る
か
ら
所
謂
如
來
で
あ

る
)
少

し

で
も
塵
埃
が
あ
ら
ば
如
來

ε
は
な
れ
な

い
。
故
に

一
切

の
妄
念
が
有

つ
て
に
な
ら
な

い
。
塵
埃
は
固
よ
り
あ

る
べ
か
ら
ざ
る
も
の
で
あ

つ
て
、
珠
塵

に
し
ろ
、
玉
屑

に
し
ろ
之
あ
り

定
す
れ
ば
如
來
力

る
事
は
出
來
ぬ
Q
故

に

一
切
の
法
も
亦
有

ろ
べ
か
ら
ざ
る
も
の
で
あ

る
。

若
有
・人
言
。
如
來
得
向

褥
多
羅
三
貌
三
菩
提
一。
須
菩
提
。
實
無
レ有
二法
佛
得

向

褥
多
羅
三
貌

三
菩
提
幡。
須
菩
提
。

　

　

　

　

如
來
所
レ得
阿
褥
多
羅
三
窺

三
菩
提
。
於
一
是
中
一無
レ實
無
レ虚
。
是
故
如
來
説
=

一
切
法
皆
是
佛
法
一。

須
菩
提
。
所
レ

言

一
切
法
者
。
帥

非
二

切
法
噂。
是
故
名
二

切
法
も

須
菩
提
。
讐
如
一一人
身
長
大
一。
須
菩
提
言
。
世
愈
。
如
來
説
、

清
儒
命
曲
園
ご
そ
の
金
剛
経
注
(ご
)

一手



済
儒
愈
圏
園
蜜
そ
の
金
剛
脛
注
(
二
)

一
六

入
身
長
大
。
則
爲
レ非
天

身
㌔

是
名
昌大
身
一。
(究
覚
無
我
分
第
十
七
ノ
中
)

上
篇
で
に
大
勇
の
一
喩
か
ら
下
文
た
起
し
て
來
六
の
で
あ
る
が
、
庇
篇
で
に
大
勇
の
一
喩
で
以
て
上
丈
な
結
ん
で
ゐ
ろ
。
総
て
大
拷
の
非
大
勇
な
る

こ
定
た
以
て
佛
法
の
雰
佛
法
な
る
こ
ビ
た
明
に
す
る
の
で
あ
る
。

以

上

の
交

は
本

経

の
下
篇

に
於

け

る
第

一
節

で
あ

つ
て
、
説

く
所

は
非
法

非
非
法

の
義

を
以

て
す

る
の

で
あ

つ
て
、

已

に
先

に
説

く
所
を
再

叙

し
た

に
過

ぎ

な

い
の
で
あ

る
o

第

ご
笛

須
菩

提
。
菩

薩
亦

如
レ是
。

若
作
　是
言

一。

我
當
レ滅

二度
無
量

衆

生
一。

則

不
レ名
　
菩

薩

一。

何
以
故

。

須
菩

提
。
無

レ有
三

法
名
爲
　菩

薩

哺。

是
故
佛

説
ド
一
切

法
無
レ我

無
レ人
無
=衆
生

一無
中壽

者
㌔

須

菩

提
。

若
菩

薩
作
昌是

言

一。
我
當
レ荘
二嚴
佛

土
一。

是
不
レ名

書

薩
一。

何
以
故
。

如

來
説

、
荘
二嚴

佛

土
一者
。

郎
非
二荘

嚴

一。

是
名
二荘

巌
一。

　

　

　

　

も

我
當

に
衆
生
な
滅
度
す

べ
し

ピ
か
、
我
當

に
佛

土
な
荘
嚴
す

べ
し
マ」
言
に
ば
、
我

定
い
ふ
も
の
が
あ
ろ
o
敬

に
下
に
無
我

に
通
蓬
す
う
も

の
が
、
眞

の
菩
薩
で
あ
ろ
ε
云
ふ
の
で
あ

る
。

　

　

ら

　

　

　

　

　

　

　

も

　

　

　

須
菩
提
。
若
菩
薩
逼
蓮

無
我
法
一者
。
如
來
説
レ名
二眞
是
菩
薩
一。
(
究
覚
無
我
分
第
+
七
)

以
上
は
奮
來
究
覧
無
我

の
第
十
七
分

ご
名

づ
け
ら
る
、
も
の

、
末
節
で
あ
る
が
、
箭
曲
園

で
は
下
篇
第

二
節

ご
考

へ

て
ゐ
る
。
こ
、
で
は
上
交
を
承
け
て
、
一
切
の
法
は
邸
ち
非

一
切
法
で
あ
る
、
然

る
所
以
は
、

一
切

の
法

こ
い
ふ
も
皆

　我
よ
う
生
す
る
。
我
あ
れ
ば
人
あ
り
、
有
我
有
人
な
ら
ば
衆
生
も
壽
者
も
あ
る
。

か
く
の
如
き

一
切

の
も
の
が
有

る

な
ら
ば
郎
ち
か
く

の
如
き

一
切

の
法
が
有

る
こ
ご
に
な

る
o
故

に
必
す
之

に
先

つ
に
無
我

を
以
て
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。



無

我
の
法

に
誠

に
能
く
通
達
す

る
な
ら
ば

一
切
の
法
ご
言
は
す
も
可

で
あ
り
、

一
切

の
法
を
言

ふ
も
可
で
あ
る
。

金
剛
経
の
大
旨
は
已
に
言

へ
る
如
く
帥
住
帥
降
伏
に
あ
り
ご
す
れ
ば
、
降
伏
其
心
ご
い
ふ
こ
ご
は
無
我
よ
b
始
ま

る
の
で
あ
る
。
故

に
此

に
特
に
此
の
意
味
を
明
確

に
し
て
置
い
て
下
文

に
「
知
二
一
切
無
我
一」
が
此
経
の
要
義

で
あ
る

こ
ご
を
云

ふ
の
で
あ

る
。

第
三
節

須
菩
提
。
於
レ意

云
何
。
如
來
有
一肉
眼
ネ

。
如
是
。
世
曾
。
如
來
有
二肉
眼
一。
須
菩
提
。
於
レ意
云
何
。
如
來
有
=
天

眼
一不
。
如
是
Q
世
曾
。
如
來
有
天

眼
一。
須
菩
提
Q
於
レ意
云
何
。
如
來
有
=
慧
眼
一不
。
如
是
。
世
曾
。
如
來
有
　慧

眼
一。
須
菩
提
。
於
レ意
云
何
。
如
來
有
　法
眼
一不
Q
如
是
。
世
尊
。
如
來
有
洪

眼

。
須
菩
提
。
於
レ
意
云
何
。
如
來

有

佛

眼
一不
。
如
是
。
世
曾
。
如
來
有
昌佛
眼
一。
(
一
燈
同
魏
分
第
+
八
ノ
中
)

　

　

此

の
第
三
節
は
下
節
ε
輿
に
上
文

の
無

我
を
承
け
て
、
有

に
師

い
て
以

て
無
を
明
に
せ
ん
ご
し
た
も
の
で
あ
る
。
肉

　

　

　

も

　

ゐ

　

も

眼
も
有
、
天
眼
も
有
、
慧
眼
も
有
、
法
眼
も
有
、
佛
眼
も
亦
有
り
ご
す
れ
ば
、
如
來
は
無
眼
で
あ
る
。
何

こ
な
れ
ば

た

や
肉

眼
の
あ
る
場
合

は
之
を
名
け
て
肉
眼
ご
云

ふ
事
が
出
來
、
た

や
佛
眼
あ

る
の
み
の
時
は
之
を
名
け
て
佛
眼
ご

の
み
日
ひ
得

る
の
で
あ
る
か
ら
、
肉
眼
よ
b
佛
眼
に
至
る
ま
で
有
ら
ざ

る
も
の
な
き
場
合
は
、
則
ち
名
く

べ
き
や
う

は
な

い
の
で
は
な
か
ら
う
か
。
凡
て
経
中
に

一
切

の
諸
相
は
帥
ち
是
れ
非
相
で
あ

る
ご
言

つ
て
ゐ
る
の
も
此
の
意
昧

よ
り
以
外

に
出
な
い
の
で
あ

る
。

清
儒
楡
曲
園
定
そ
の
金
剛
経
注
(
二
)

一
七



清
儒
命
曲
園
ミ
そ
の
金
剛
経
注
(
二
)

一
入

第
四
節

須
菩
提
。
於
レ意
云
何
。
如
　恒
河
中
所
ノ有
沙
一。
佛
説
二是
沙
一不
。
如
是
。
世
尊
。
如
來
説
二是
沙
一。
須
菩
提
。
於
レ意

云
何
。
如
二
一
恒
河
中
所
レ有
沙
一。
有
昌如
レ是
沙
等
恒
河
一。
是
諸
恒
河
所
レ有
沙
数
。
佛
世
界
如
レ是
。
寧
爲
レ多
不
。
.甚

多
。
世
奪

、
佛
告
須

菩
提
一。
爾
所
國
土
中
、
所
レ
有
衆
生
若
干
種
心
。
如
來
悉
知
。
何
以
故
。
如
來
説
、
諸

心
皆

罪

心
。
是
養

心
。
靱

饒

欝

箋

麟

鞘

馨
脈
煉難

潔

鮒

総

..

所

以
者

何
。
須

菩
提
。
過

去
心
不

レ可
レ得
。

現
在

心
不

ゾ可
レ得

。
未
來

心
不
レ可
レ得

。
(
一
燈
同
魏
分
第
+
入
)

こ
れ
も
亦
有
に
即
し
て
無
為
明
に
す
る
の
で
あ
る
o
過
去
現
在
未
來
の
三
種
心
が
人
々
に
に
あ
ろ
o
然
し
此
心
為
求
め
究
め
カ
な
ら
ば
何
慮
に
在
る

で
あ
ら
う
か
、
亦
無
で
あ
ろ
。

右

第

四
節

は
如

來

の
五
種

眼
や
衆

生

の
三
種

心

を
暴

げ
來

つ
て
以

て
無

我

の
旨

を
明

に
し
た

も

の

で
あ

つ
て
、

其
以

外

に
深

い
意
昧

の
あ

る
所

で
は
な

い
。

第

五
節

須

菩
提

。
於
レ意

云
何
。
若

有
レ入
溝

三

千

大
千
世
界

幽七
寳

以
用
　布

施
嚇。
是

人
以
　是

因
縁

喝。

得
レ幅
多

不
。

世
奪

。

あ

　

此
人
以
　是
因
縁
一。
得
レ
幅
甚
多
。
須
菩
提
。
若
幅
徳
有
實
。

　

　

　

　

こ

」
の
有
實
に
當

に
實
有
ミ
あ

ろ
べ
き
で
あ

る
。
下
文
に
に
若

浮
塵
衆
實
有
者
、
若
世
界
實

有
者
、
建

い
ふ
如
く
實
有

ミ
作

つ
て
有
實

定
は
作
ら
れ

て
な

い
。

こ
㌧
も
之

定
同
じ
か
る

べ
き
虎
で
あ

る
o

如
來
不
読
襲

艦
徳
多

。
顯

難

饗

以
昌幅
徳
無
故
。
如
來
説
得
呂濡
徳
多
。
談

慕

編



第

五
節

も
亦

上
交

の
無

我
法

に
瓶

達
す

る

こ
ご

を
承

け

て
、

法
す

ら
術
磨

に
捨

つ

べ
き

も
の

で
あ

る
以

上
、
何

を
以

て
編

徳
を

論
す

る

に
足
ら
う

ご
言

ふ
旨

で
あ

る
。

蓋

し
無

法
を
以

て
法

ご
す

れ
ば
、
無

幅

徳

を
以

て
編

徳

ご
す

る
こ

ご
が
出

來

る
。
然

る
に
世

の
愚
僧

は
妄

に
増

盆
を

な
し

て
專
ら
旙

徳

こ

い
ふ
事

で
以

て
衆

生

を
誘

勧

し

よ
う
ε
す

る

も

の
が
あ

る
。

佛

の
旨

を
失

つ
た

も

の
で
あ

る
。

第

六
節

須

菩
提
Q

於
レ意

云
何
。
佛

可
下以
レ具
昌足
色
身

一見
轟不
。

不
也
。
世

奪

。
如
來

不
レ慮
下以
レ具
　足

色
身

一見
㌔

何
以
故

Q

如
來

説
二具
足
色
身

一。

帥

非
二具
足
色

身

一。

是
名
二其
足
色
身

一。

如
來
の
説
く
所
の
色
男
ぱ
、
雌
の
色
勇
で
に
な
い
。
そ
こ
が
乃
ち
虞
に
色
勇
た
具
足
す
ろ
の
で
あ
ろ
。
下
文
も
之
に
準
じ
て
知
る
べ
き
で
あ
る
。

須
菩

提
。

於
レ意
云

何
。
如

來

可
γ以

レ具
司足
諸

相
一見
島不
。

不
也
。

世
奪
。

如

來
不
レ慮
下以
レ具
　足
諸
相

一見
㌔

何

以
故
。

如
來
説

、

諸
相

具
足
。

帥

非

一具
足

一。

是
名
一諸

相
具

足
一。
(離
色
離
相
分
第
二
+
)

非
勇
の
勇
が

乃
ち
眞
均
で
あ
る
。
非
相
の
相
が
乃
ち
眞
相
で
あ

ろ
。
蓋
し
外
的
の
男
、
相
ぽ
皆
幻
形

に
過
ぎ
な

い
o
佛

宣
錐
も
亦
常

に
有
る
定

い
ふ

ご
ビ
に
出
來

ぬ
。

然
し
此
申

に
白
ら
不
屡

の
者

の
存
す
ろ
こ
亡
為
知
れ
ば
、

能
く

一
切

の
相

な
離
れ

る
、
…

が
出
來

て
佛

定
成
る
の
で
あ
る
。

庇
均

も
な
く
此
の
相
も
な

け
れ
ば
人
で
ば
な

い
け
れ
共
庇
均

髭
相
ば
皆
幻
で
あ

る
ミ
す
れ

ば
敦
れ
か
翼
な
ろ
も
の
で
あ
ら
う
か
、
其

に
吾
自
勇

の
本
性
で

あ
ら
う
。
吾
能
く
島
の
性
々
保
ち
千
百
劫

亡
錐
も
不
屡
で
あ
り
得
る
な
ら
ば
よ

い
課
で
あ
ろ
。

こ
の
鮎
が
佛

の
佛

大
る
所
以
で
あ

ろ
Q
仙
道
で
に
修

錬

定

い
ふ
事

々
言
ふ
。

そ
し
て
此
病
た
常
存
し
此
相
た

永
久
に
存
し
よ
う
定
願
ふ

の
で
あ

ろ
。

然
し
果
し
て
可
能
で
あ
ら
う
か
。
是
れ
仙
の
佛

に
及

ぼ

ざ
る
所
以
で
あ

ろ
。

右

の

第

六

節

で

は

、

佛

が

既

に

無

我

を

以

て

人

に

示

さ

れ

た

上

に

復

此

を

説

く

の

は

、

蓋

し

無

我

の

中

又

自

ら

有

我

清
儒
念
曲
園
ミ
そ
の
金
剛
鰹
注
(
二
)

輔
九



濾
偲
歳
蘭
.園
亡
そ
の
金
購
経
注
(
二
)

二
〇

が
あ

る
。
此

は
無
實
無
虚

こ
し
て
初

に
在

つ
て
阿
褥
多
羅
三
貌
三
菩
提
心
を
登
す
る
所
以
の
者
で
あ

る
。
即
住
帥
降

も

　

　

も

　

　

ゐ

伏

ε
云
ふ
こ
ε
も
降
伏
を
以
て
住
と
す

る
こ
ご
に
な
る
。
か
く
て
無
我

に
し
て
有
我

で
あ
る
、
こ

、
が
金
剛
経

の
大

旨
で
あ
る
。

第
七
節

須
菩
提
。
汝
勿
レ謂
下如
來
作
　是
念
一。
我
當
占有
所

レ説
塗

。
莫
レ作
　是
念
岡
糎
以
故
◎
若
人
言
邑如
來
有
二
所
レ
説
法
一。

帥
爲
レ誘
レ佛
。
不
レ能
ゾ解
我
所
ツ説
故
。
須
菩
提
。
説
レ法
者
。
無
二法
可
∀説
。
吐
鵬
印
耀
購
毯
赫
雛

擦
か
旬
磯
麗
。「勲
は

　

擁

へ震

慕
襲
諜

灘

袈

餐
鶴
田つ讐

是
名
読
塗
。
霧
翫
綴
難
奮
い
無

爾
時
慧
命
須
菩
提
白
レ
佛
一冨
o

世
箪
o
頗
有
二
衆
生
叩
於
一一未

來
世
鴫
聞
レ
説
幅一是
法
鱒
生
一一信
心

一不
。
佛

言
。
須

讐
提
り
彼
非
二
衆
生
殉
非
レ
不
一"衆
生

一。

何
以
故
o
須
菩
提
o
衆
生
衆
生
者
)
如
來
説
非
=
衆
生
叩
是
名
一一衆
生
哺

此
の
六
十

二
字

に
古
本

に
ば
無

い
丈
で
後

人
が
檜
盆
し
カ
の
で
あ

る
Q
蓋
し
佛
の
「
法
の
説
く

べ
き
無

し
」
ε
言

ふ
為
以
て
人

々
が
佛

法
た
信
ぜ

ざ
ろ

あ
ら
ん
か
な
恐

れ
て
此
文
た
増
盆
し
象
の
で
あ
ぢ

う
、
其
意

に
衆
生
に
則
ち

不
信
、
非

衆
生
に
則

ち
白
ら
能
く
信
す

三

冒
つ
て
、
人
の
信
為
堅
く
す

る
所
以
で
あ
る
。
か
の
輻
徳

々
陳

べ
る
定
岡
じ
趣
意
で
皆
佛
弟
子
護

法
の
苦

心
定
も
謂
ふ
べ
き
も
の
で
あ

る
。

思

ふ
に
此
丈
の
鼠
入
な

ろ
こ
ピ
に
余
曲
園
た
倹

つ
ま
で
も
な
く
巳
に
元
賢

の
金
剛
経
略
疏
中

に
注
意

し
れ

や
う
に
、
魏
の
菩
提
留
支
の
諜
か
ら
補
ぱ

れ

た
も

の
で
、
元
來
羅
什
本
に
あ

つ
六
も
の
で
に
な

い
o
術
雌
段

の
こ
定
に
吾
松
本
博
士
も
引
謹
ぜ
ら
れ
て
ゐ
ろ
。
(
注

一
)

須

菩

提

自

ノ佛

言

。

世

愈

。

佛

得

　阿

褥

多

羅

三

貌

三

菩

提

一。

爲

レ無

レ
所

レ
得

耶

。

佛

言

。

如

是

如

是

。

須

菩

提

。

我

於

阿

褥

多

羅

三

貌

三

菩

提

一。

乃

至

無

〆有

ユ少

法

可

ツ得

。

徽
繍
鵬
肱
鰯
蛾
蟹

暴

名

　
阿

編

多

羅

三

貌

三

菩

提

一。
(
無
法
可
得
分

第

二
十

二
。
)



復

次
須
菩

提
。

是
法

李
等
。
無

レ有
二高
下

一。

前
に
差
等
あ
り
定
言
つ
六
の
に
成
就
の
次
第
で
あ
る
が
、
此
に
高
下
な
し
定
言
ふ
の
に
眞
燈
の
本
然
た
示
し
六
の
で
あ
る
。

是

名
二阿
褥
多

羅

三
貌

三
菩
提

一。

以
蟹無
レ我
無

レ人
無

棄

生
一無
二
壽

者
一
修
中
一
切

善

法
占。

則
得

二
阿
褥

多
羅

三
貌

三
菩

提

唱。

須
菩

撮
。
所
レ言
善

法

者
。

如
來

説
下師
非

一善

法
一。
是

名
巾善

法
亀。
(
浮
心
行
善
分
第
二
+
三
)

阿
褥
多
羅
三
翻
三
菩
提

に
於

て
少
法
の
得

べ
き
も
の
有

ろ
こ
電
な
し
ε
云
ふ
所
に
、
佛

の
佛
糞
る
所

以
で
あ

る
o

一
切
の
善

法
々
修
し
象
な
ら
ば
阿

褥
多
羅

三
貌
三
菩
提
准
得

る
定
考

へ
る
所
が
庇
れ

衆
生

の
衆
生
力
ろ
所
以
で
あ
ろ
o
佛

に
虐
ら
少
し
も

法
定
し
て
得

べ
告
も
の
に
無

い
ぜ
言

つ
て
ゐ

る
Q
然
ら
ば
何
為
以
て
衆
生
た
庭
ぜ
ん
ビ
す

う
か
、

こ
」
で
に
此
の
問
題
存
説

く
の
で
あ
る
。

凡
そ

一
切

の
法
ば
恰
度
馨
者
が
藥
為
用
ふ
る
檬
な
も

の
で
あ

ろ
Q
佛

に
は
全
く
病
が
な

い
Q

何
の
藥

亡
錐
も
用
ふ
ろ
に
ば
及
ば
ぬ
、
蝕
の
衆
生
各
々
其
病

に
つ
い
て
藥
な
用
ふ
る
の
要
が
あ
る
o
是

に
於

て

一
切
の
善

法
が
有

る
課
で
あ

る
。

然
し

こ
の

N
切
の
善

法
に
之
々
常
に

叫
定

の
も

の
定
す

べ
き
で
は
な

い
の
で
あ

る
。
感

胃
に
罹

つ
力
者

に
に
襲

汗
剃
な
用
ふ
る
の
が
讐
法
で
あ

る
が
、
熱

病
の
者

に
同

鴇
の
も

の
た
施
す
定
函
ふ
な
ら
ば
善
法
で
に
あ
る
ま

い
o
故
に
善
法

宣
い
ふ
者
に
即
ち
善
法

'

に
非
す
之
な
善
法

亡
名
づ
け
る
の
で
あ
る
。
法

ぱ
無
か
ろ
べ
か
ら
ざ
う
も

の
で
に
あ
る
が
、
法

に
就

し
て
に
な
ら
ぬ
Q
故

に
上
智

の
爲
に
説
く
時
は

法

の
読
く

べ
き
も
の
に
な
く
、
下
愚
の
爲
に
説
く
時
に
定

法
の
説
く

べ
き
無
し

定
云
ふ
事

に
な

る
。

須
菩
提
Q

若
三
千
大
千
世
界
中
所
レ
膚
諸
餐
彌
山
王
。

如
レ
是
等
七
寳
聚
、
有
レ
人
持
用
一一布
施

嚇

若
人
以
詰
此
般
若
波
羅
密
経
Q
乃
至
四
句
偶
等
殉
受

持
讃
諦
Q

爲
5他
人

一説
。
於

二前
繭
徳
哺
百
分
不
レ
及
レ
「
。

百
千
萬
億

分
。
乃
至
算
数
讐

喩
。
所
レ
不
レ
能
レ
及
。
(
幅
智
無
比
分
第

二
十
四
)

須
菩
提
。
於
レ意
云
何
Q
汝
等
勿
〆謂
如
來
作
二是
念
一。
我
當
レ度
衆

生
一。
須
菩
提
。
莫
ノ作
二
是
念
一Q
何
以
故
。
實
無
レ

有
二衆
生
如
來
度
者
一。
若
有
二衆
生
如
來
度
者
一。
如
來
則
有
二我
人
衆
生
壽

者
一。
須
菩
提
。
如
來
説
γ有
レ我
者
o
則
非
レ

有
レ我
。
而
凡
夫
之
人
。
以
爲
レ有
レ我
。
須
菩
提
。
凡
夫
者
。
如
來
説
則
非
二凡
夫
一。

旗
吻
肪
源
願
卿
黙
耀
臥
凝
跡
暁
勤
費
肋

清
儒
愈
曲
園
ミ
そ
の
金
剛
経
注
(
二
)

ご
一



,清
儒
命
曲
園
ε
そ
の
金
剛
経
注
(
二
)

二
二

睾

蠕

諒

爆

粟

輝

(化
無
所
化
分
第
一干
五
)

須

菩
提
。

於
レ意

云
何
。

可
下以
二三
十

二
相

観

中如
來

占不
。

須
菩
提

言
Q

如
是
如

是
・

か
卦

塾

か
欝

瀞
　
好

肺
㌔

佛

言

。
須

菩
提
。

若

以
昌三
十

二
相

幽観
昌如
來

者
一。

轄
輪

聖

王
。
則

是
如

來
。
須

菩
提

白
レ佛
言

。
澄

奪
。
如
a
我

解
昌佛

所

レ説

義
一。

不
レ慮
下以
昌三
十

二
相
一観
中如

來
血。

(法
男
非
相
分
第
二
+
六
)

.

こ
れ
に
上
篇
に
蓮
ぶ
ろ
所
の
語
ミ
同
じ
も
の
で
あ
ろ
が
、
但
,
上
篇
の
文
に
略
さ
れ
て
、
申
間
往
復
の
語
が
な
い
。
世
人
に
上
篇
の
須
菩
提
が
日
に

三
十
ご
相
た
以
て
如
來
た
見
る
べ
か
ら
ざ
ろ
為
知
つ
て
ゐ
な
が
ら
、
何
故
に
先
に
悟
つ
て
後
に
迷
ふ
か
に
つ
い
て
疑
為
起
し
、
之
が
爲
に
観
た
爲

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

し
て
、
前
に
言
ふ
、
相
た
以
て
見
ろ
可
ら

ざ
る
者
に
色
即
是
空
定
い
ふ
ご
定
で
あ

ろ
。
庇
に
相
為
以
て
観

る

べ
し
亡
云
ふ
に
空
即
是
色
で
あ

る
。

定

　

　

　

　

　

　

言
ふ
の
で
あ

ろ
。
若
し
説
者

の
如
く
考

へ
る
な
ら
ば
、

正
に
無
實
無

虚
の
義

ミ
合
す
ろ
。

叫
旦
印
可
ぜ
ら
れ
て
、

反
つ
て
駁
詰
ぜ
ら
れ

ろ
ミ
云
ふ

の
に
何
散
で
あ
ら
う
か
。

爾
時
世
奪
。
而
説
福

言
。
若
以
レ色
見
レ我
。
以
昌丘日
聲
一求
レ我
。
是
人
行
　邪
道
一。
不
レ能
レ見
昌如
來
輔。
(法
勇
非
相
分

第
二
十
六

)

右
を
第
七
節

ご
す
る
。

こ
、
に
は
、
法

の
説
く

べ
き
な
く
、
法
の
得

べ
き
無

く
、
衆
生

の
度
す

べ
き
無

き
を
以
て
、

上
文

に
已
に
言
明
し
た
所
の
義
を
翠

げ
て
之
を
申
明
し
た
迄
で
あ

る
。
勿

て
無
相
を
以
て
蹄
宿
ご
す

る
の
義
で
あ
る

が
其

は
皆
上
篇

に
具

つ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
上
篇
さ

へ
注
意
す
れ
ば
自
然
明
か
な
筈
で
あ

る
。

所
で
此
節
を
魏
の
留
支
課
本

ご
樹
照
し
て
見

る
ご
、
留
支
本
で
は
、

　

む

　

　

　

須
菩
提
。
於
レ意
云
何
。
可
・以
昌相
成
就
一得
嚇見
=如
來
一不

.
須
菩
提
言
Q
如
邑我
解
珈

來
所
レ説
義
一。
不
下
以
　
相
成
塾

　

　

　

　

得
占見
　如
來

一。
佛

言
Q
如

是
如

是
。
須

菩

提
。

不
下以
二相
成
就

蝋得
占見
二如

來
一。
佛

言
。

須
菩

提
。

若
以
漁

成
就

一観
昌



如
來
「者
。
轄
輪
聖
王
。
鷹
　是
如
來
一。
是
故
非
F以
一一相
成
就
一得
占見
一一如
蘂
一。
爾
時
世
曾
而
説
福

言
。
云

々

ビ
な

つ
て
居

り
、
唐
の
義
浮
の
本
で
は

　

　

　

　

　

　

　

　

　

妙

生
・
於
意

云
何
。
懸
下以
=具
相
一観
中如
來
占不
。
不
レ爾
。
滑
曾
。
不
レ慮
下以
昌具
相
一観
中於
如
來
㌔

妙
塗
。

若
以
　
具

相
一親
昌如
來
}者
。
轄
輪
聖
王
。
慮
　是
如
來
一。
是
故
不
レ慮
下以
二具
相
一親
中於
如
來
亀。
癒
F以
　諸
相
非
相
一観
中於
如
來
鵡。

爾
時
世
奪
而
読
レ頚
日
。
…
…
…

ご
繹
出
さ
れ
て
ゐ
る
。
按
す
る
に
此
文
は
菩
提
留
支
以
下
の
各
鐸
本
は
秦

本
帥
羅
什
の
も
の
こ
は
同
じ
く
な

い
。
蓋

、

.、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

し
こ
れ
は
秦
本
の
方

が
誤

つ
て
居

る
の
で
あ
ら
う
ご
思
ふ
。

然
り
、
吾
入
も
此
の
禽
曲
園
の
疑
著
を
常
然

ε
信
す

る
ご
共

に
其

の
達
見

に
推
服

せ
ざ

る
を
得

な
い
。
何
ご
な
れ

ば
、
本
経

の
第
十
三
分

(愈
曲
園
の
上
篇
第
六
節
)
に
於
て

　

　

　

も

　

　

も

　

　

　

　

須

菩
提

。
於
レ意

云

何
。
可
下以
三

十

二
相
一見
中如
來
占不
。

不

也
。

欝
奪
。

不
レ可
下以
三

十

ご
相

一得
占見
　如
來
明

ご
あ

る
に
反

し
、

こ

の
節

で

は

　

も

　

　

も

　

　

　

須

菩

提
。

於
レ意

云
何
。
可
下以
を

一十

二
相

一観
申如
來
上不
。

須
菩

提

言
。

如
是
如

是
。

以
…

一十

二
相
一観

5如
來

一。

ご
あ

つ
て
、
先

に
は
三
十

二
相

に
よ

つ
て
如

來
を
見

る
を

不
可

ご
し
乍

ら
、

こ

～
で

は
三
十

二
相

を
以

て
如
來

を
観

る

ご
肯

定

し
て

ゐ

る
。

明

に
矛

盾

で
あ

る
。

今
梵

本

の
該

所
を
披

見
す

る
に

目
碧

犀
昌

§
き
嵩
ωΦ
ω
昌
9

ひΦ
噛
一爵

駕
葛
鈴
旨
冨
轟

日
碧
猛
oq
9
8

脅
謬
貫
召
9

.

ω
魯
冨

晋
助
げ
ρ

冒
o

ぼ
量

旨

bづ
冨
びq
-

浩
儒
命

曲
園

定
そ
の
金
剛
経
注
(
二
)

、

ご
三



清
儒
命
曲
園
亡
そ
の
金
剛
纒
注
(
二
)

二
四

碧
碧

・

目
魯
罫

冨

旨

切
訂
αq
碧
舞
o

窪

盤
叶霧
罵
癖
冨
日
曾
ぎ
簿
艮

口
9
一爵
都
編
$
旨
冨
轟

日
9昏
避
9
けo

脅
潔
欝
ξ
呂

●

須
菩
提
よ
、
如
何
に
汝
に
思
ふ
か
、
相
具

足
為
以
て
如
來

た
見
る
べ
き

や
Q
須
菩
提
曰
く
、
是

に
實

に
非
な
り
。
世
尊
よ
、
我
が
世
尊
所
説
の
義

た

知
る
如
く
ん
ば
、

相
具
足
た
以
て
、
如
來
為
見
る

べ
か
ら
す
o

ご

あ

り

、

第

十

三

分

に

は

こ

の

一爵

切
巷

器

舘
9

9
郵

(
相
具
足
も

て
)
が

ユ
益

艮

厳
。・
き

B
9。
げ
巷

彗

舞

山
鋳

ω
9
鍵

幽ω
・

(
三
+

二
吠
人

相
か
以
て
)

ご
な

つ
て

ゐ
る
が
、
何

れ

に
し

て
も
意
味

に
於

て
鍵

つ
た
瓢

は
無

い
の
で
、
(註
二
)

共

に
相

に
よ

つ
て
如

　

　

　

も

　

　

も

　

來
を
見
て
は
な
ら

ぬ
義
を
述

べ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
す
れ
ば
こ
の
羅
什
鐸

に
観
如
來
ご
す

る
は
誤
で
不
可
観
如
來
で

な
く
て
は
な
ら
ぬ
筈

で
あ
る
。
前
曲
園
は
別
に
梵
本
を
樹
照
し
た
課

で
は
な
い
が
此

の
場
合
全
く
同

一
の
正
し
い
結

論

に
達
し
て
ゐ
る
の
で
あ

る
。
腱

が
こ
、
に
面
臼

い
の
は
、
命
曲
園
も
金
剛
経
注

を
書
く
前

に
出

し
た
金
剛
経
訂
義

　

　

　

　

　

　

の
中
で
は
羅
什
繹
を
何
虚
迄
も
合

理
的
に
解
羅
し
よ
う

ご
カ
め
た
ら
し
く
、
観
如
來
ε
見
如
來

ご
は
意
味

に
相
違
が

あ
る
Q
「
見
藩
彼
與
レ我
見
也
。
観
者
以
レ我
槻
レ彼
也
。
」
ご
い
ふ
説
を
押
し
立
て
、
、

如
來
爲
二希
有
一。
世
奪
宜
レ示
一我

最
上
第

一
希
有
之
法
一。
豊
徒
以
一一三
十
二
相
一示
レ我
哉
。
故
不
レ可
一一以
レ相
見
一也
。
若

以
レ我
親
一一如
來
一、
則
所
ソ謂
無
レ所
　從
來
一亦
無
　所
レ去
者
一。
我
何
從
知
乏

。
得
レ
相
而
観
ソ之
、
是
亦
足
夷
。
故
欲
下以
昌

三
十

二
相
二観
串如
來
軋
也
o

ε
説
き
、
論
語
の
「
子
貢
日
。
夫
子
之
文
章
可
二得
而
聞
也

。
夫
子
之
言
}昌性
輿
二天
滋
一。
不
レ可
昌得
而
聞
一也
。
」
(
公
冶
長
第

五
)

こ
い
ふ
の
は
孔
子
の
徒
が
亦
夫
子

の
溢
は
徒

に
交
章
を
以
て
見

る
の
み
で
な

い
こ
ご
を
知

つ
て
ゐ
る
事

で
、
恰



度
須
菩
提

の
「
不
レ可
サ以
白
一十
ご
相
一見
中如
來
し

で
あ

る
。
而

る
に
論
語
で
も
郷
蕪
篇

に
は
孔
子
の
飲
食
か
ら
居
慮
衣

服

の
制
ま
で
を
記
し
て
後
世

に
示
し

て
ゐ
る
。
此
黙
は
須
菩
提
が
「
以
三
十
二
相
観
如
來
」
ご
云

ふ
の
ご
同

一
の
行
き

方

だ
ε
ま

で
述

べ
、

佛
言
、
以
昌三
十
二
相
一観
二如
來
}。
輻
輪
聖
王
則
是
如
來
。
又
説
レ偶
言
下若
以
レ色
見
レ我
。
以
昌音
聲
一求
ノ我
。
是
人
行
二

邪
道

。
不
占能
レ見
二如
來
一。
蓋
如
來
所
二與
レ人
見
一者
。
不
レ在
レ此
。
則
人
之
観
二如
來
一者
。
亦
當
レ不
・在
・此
。
而
在
須

菩
提
之
意
一。
則
固
非

三
剛
後
爾
岐
一也
。
(
註
三
)

ε
強
辮
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
が
、
金
剛
経
注
に
於
て
は
此
説
を
全
部
放
棄
し
て
ゐ
る
。
蓋
し
當
然
爾
か
あ
る

べ
き
こ

ご
だ
ご
思

ふ
。

第
入
節

須
菩
提
・
汝
若
作
二是
念

。
如
來
謡

字
以
二具
籍

故

得
二羅

多
羅
一二
貌
三
菩
畢

。
莫

作
是

倉
。
榊
離

麗

諜

ら
阿
癬
多
羅
三
貌
三
菩
提
々
得

る
の
だ
定
謂

ふ
の
に
、

是
れ

猫
ほ
三
十

二
相
た
以
て
如
來

か
…観
ず

宣
言
ふ
如
き
で
あ
乃
o

故
に
之
為
戒
め
て
是
の
念
な

　

作
す
莫
れ

定
日
つ
て
ゐ
る
の
で
あ

る
o

文
義

に
於
て
甚
だ
明
瞭
で
あ
ろ
。

所
が
如
來

の
下
に
不
の
字
が
あ
ろ
が
、

之
ば
術
字
で

あ
ら
う
定
思
ふ
、

不
の

　

　

　

字
々
生
か
す
爲

に
異
説

も
多
く
出

る
の
で
あ

る
が
、
今
に
取
ら
な

い
。

又
此
次

に
何
以
故
の
三
字

が
あ
る

べ
き
で
あ
ら
う
、

そ
し
て
下
文
ミ
相
準
す

ろ
の
が
至
當
で
あ
ろ
が
、
丈
の
不
備

で
あ

ろ
。

雛

蜘
黎

不
以
昌具
足
相
鼓
得
阿
癬
多
羅
三
貌
三
菩
堤
。難

雑

蹴
駕

須

菩

提
。

汝
若

作
二是
念

】。

糞
二阿
褥

多
羅

三
貌

三
菩
提

心
一者
。

説
二諸

法
断
滅

一。
莫

レ作
昌是

念
一。
嗣
旛
移
蠕
海
蠣
儒
噌
醍

「
切
の
善
法
な
修
し
て
阿
褥
多
羅
三
貌
三
菩
提
た
得
る
の
に
、

衆
生
の
衆
生
大
ろ
所
以
で
あ

者
の
無
い
ε
い
ふ
ニ
ミ
に
、
佛
の
佛
た
る
所
以
で
あ
ろ
o

寛
に
何
物
も
得
べ
き
も
の
に
な
い
で
あ
ら
う
。

る
o
若
し
衆
生
が
初
に
阿
褥
多
羅
三
貌
三
菩
提
心
為
養
し
両
し
て
即
ち
諸
法
の
噺
滅
為
説
く
な
ら
ば
、

清
儒
余
曲
薗
ミ
そ
の
金
剛
経
注
(
二
)

ご
五

蔦



浩
儒
命
曲
園
建
そ

の
金
剛
経
注
(
二
)

ご
六

敵

に
又

「
莫
レ
作
詰
是
念
乙

ミ
戒

め
索
の
で
あ
ろ
。

何
以
故
Q
肇

阿
褥
多
羅
三
貌
三
菩
提
心
一者
。
於
レ法
不
レ説
=断
滅
相
一。

翫
伽
煎
錬
魅
献
初
邪
て
(無
噺
無
滅
分
第
二
+
七
)

以
上
第
八
節

は
上
の
第
七
節
を
承
け
、

こ
、
で
は
佛
ご
衆
生
ご
を
分
別
し
て
、
法
相
に
執
着
せ
す
亦
法
相
を
贋
せ
ざ

る
の
理
を
示
す
所

で
あ

つ
て
、
衆
生
を
誘
腋
す

る
の
義

ご
し
て
至
れ
る
所

の
も
の
で
あ
る
。

因
に
云
ふ
、
命
曲
園
が
先

に
著
は
し
た
金
剛
経
訂
義

に
於
て
述

べ
る
所
を
見

る
ε
、
此

の
第
入
節

の
交
に
就
て
大

な
る
疑
瓢
を
挿
み
新
見
を
樹
て

、
居
た
様

で
あ

る
。
曰
く
、
本
経
は
第
三
分

に

有
　我
相
人
相
衆
生
相
一者
。
非
書

薩
一。

、

ご
云
ふ
よ
り
以
下
無
相

の
義
を
説
く
の
で
あ
る
が
、
更
に
上
の
第

二
十
六
分
(所
謂
第
七
鮪
)
で

若
以
レ色
見
レ我
。
以
昌音
聲
一求
レ我
。
是
人
行
二邪
道
一。
不
レ能
レ見
二如
來
輔

ご
大
聲
疾
呼
す

る
の
み
な
ら
す
、
此
の
節
で
は

も

　

　

も

　

　

　

　

　

如
來
は
具
足
相
を
以
て
の
故
に
阿
褥
多
羅
三
貌
三
菩
提
を
得

ビ
い
ひ
、
又

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

も

　

　

　

　

　

　

阿
褥
多
羅
三
貌

三
菩
提
心
を
登
す

る
者

は
、
法

に
於
て
相
を
漸
滅
す

る
を
説
か
す
。

ご
言

ふ
の
を
見

る
ご
、
已
に
第
十
四
分

(所
謂
上
篇
第
六
節
)
に
所
謂

も

　

　

も

う

　

　

も

　

　

も

　

　

も

菩
薩
は
癒
に

一
切
の
相
を
離
れ
て
阿
褥
多
羅
三
貌
三
菩
提
心
を
登
す

べ
し
。



ご
言

つ
て
ゐ
る
事

ご
矛
盾
す

る
。
説
者

の
或
者
は
、
佛
が
、
人

の
無

に
の
み
執
し
て
有
を
棄
て
る
ご
後
人
を
し
て
入

溢

の
門
無

か
ら
し
む

る

恐
れ
が
あ

る
か
ら

、

相
は
執
す
可
ら
ざ
る
ご

共

に
亦
殿

つ
可
ら
ざ

る
も
の
で
あ
る

意
を
示

し
、
或
時
は
相

の
不
可
有
を
説
き
、
或
時
は
相

の
不
可
無
を
明
す

の
で
あ
る
ご
辮
す

る
け
れ
共
、
此
等

の
数
言
が
岐

出
す

る
事

は
明
に
矛
盾
で
あ

つ
て
、
其
間

に
文
字
の
術
誤
が
あ

る
ε
見
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
畢
覧
此
節

の

　

莫
レ作
一是

念
一。
如
來
不
レ以
　具
足
相
一故
。
得
二阿
褥
多
羅

三
貌

三
菩
堤

。

　

ご
い
ふ
所
は
不
の

一
字

が
術
で
後
世

の
窟
入
で
あ
り
、
又

あ

　

あ

何
以
故
Q
登
二阿
褥
多
羅
三
貌

三
菩
提
心
一者
。
於
レ法
不
レ説
断

滅
墾

　

　

　

ご
云
ふ
文
で
は
何
以
故

の
三
字
が
術
窟

で
あ

る
。
故

に
経
文

に
、

須
菩
提
。
汝
若
作
二是
念
一。
如
來
不
下以
宜
ハ足
相
一故
得
禦阿
褥
多
羅
三
貌
三
菩
提
上。

　

　

ご
あ

る

の
は
之
を

正
言

し
た

の
で
、

須
菩

提

、
莫

レ作
一一是
念

一。

如
來

以
一一具
足

相
輔故
。
得
二阿
褥
多

羅

三
貌

三
菩
提

一。

　

　

ご
云

ふ
の
は
之

を
反
言
し
た

の
で
あ
る
。
又

須
菩
提
。
汝
若
作
弘
是
念
一。
襲
阿

褥
多
羅
三
貌
三
菩
提
噌者
。
説
二諸
法
断
滅
相
一

　

　

ピ
云
ふ
の
は
之
を
正
言
し
た
の
で
、

莫
レ作
二是
念
一。
登
二阿
褥
多
羅
三
貌
三
菩
提
心
一者
。
於
レ法
不
レ誰

噺

滅
相
一。

溝
儒
余
曲
園

定
そ

の
金
剛
経

注
(
二
)

二
七



清
儒
命

曲
園

定
そ

の
金
剛
経
注
(
二
)

ご
八

　

　

　

　

　

　

と
あ
る
の
は
之
を
反
言
し
た

の
で
あ
る
。
互

に
反
復
し
て
無
相

の
義
を
登
明
す

る
慮

で
あ
る
が
、
不
ご
何
以
故

の
四

字
の
誤
術

の
爲
に
経
の
義

ご
乖
違
す

る
様

に
な
つ
た
ご
禽
曲
園
は
考

へ
た
様

で
あ
.Q
。
(
註
四
)

　

所

が
こ
の
金
剛
経
訂
義

の
説
は
後
、
盲
ら
金
剛
経
注
を
書
く
時

に
は
改

め
て
ゐ
る
。
部
ち
上
記
の
如
く
、

不
の
字

　

　

　

の
術
な
る
事

は
依
然
こ
し
て
固
守
す

る
が
何
以
故

の
術

ご
す

る
説
を
捨
て

、
、
反
封

に

如
來
不
『以
=具
足
相
一故
得

阿
褥
多
羅
三
貌

三
菩
提
轟。

　

　

　

　

　

　

の
文

の
上

に
何
以
故

の
三
字

が
映

落

し

π

の
で
あ

る
ご
し
後

の

「
何
以

故
。

登
=
阿

褥
多
羅

三
貌

三

菩

提

心
蝋
者
。

云

々
」
の
「
何
以

故
」

ε
相
甥
す

る
意
味

を
主

張

し
て

ゐ

る
の
で
あ

る
。
尚

金
剛
纒

訂
義

の
場

合

は
「
莫

作
是

念
」
を
文

の

初

に
讃

む
説

で
あ

つ
π

も

の
が
、

金
剛
経
注

に
至

つ
て
は
丈

の
終

り

に
句
す

る
様

に
見

て

ゐ
る
o

以
上

は
曲
園

目
身

に
於

て
研
究

の
進

展

を
物
語

る
意
昧
め

面
白

い
過

程

を
示
す

も

の
で
あ

る
ご

思

ふ
。
今

之
を

梵

本

の
同

所

ε
比
較
す

る
な
ら
ば

6
碧

賦
β

白
碧
同
器
①

ω
号
犀
窪
①
"
冨
駕
葛
$
砂
娼
巴
叫

日
9
魯
ゆ
ひQ
98
赫
昌
9
蜜
赫

。・9
日
賓
舞
舞
旨
-び
o亀
旨
菩
ぼ
$
§
び
讃
&

冨
●

乞
9
犀
け
9
冒

℃
§

9
。。8

ω
昌

犀
律
Φ
"
Φ
〈
p
良

曾
9
馨
9
ぐ
饗

§
・

日
碧

犀
9。・饗

冨
8
ケ
●
累
9
ぼ

ω
9
冨

叶P

一路

魯
葛
審
厳
窟

量

日
9
浮
ゆ
αq
簿
g

9
昌
暮

昼
蚕

ω
9
筥
同
讐

犀
舞

厳
び
9
甘

騨
菩

ぼ
鋒

厳
び
自
島
畠
ず
ゆ

ω
蜜
津

屋

巴
g

℃
o
昌
簿
①

ω
G
ぴ
犀
暮
ρ

犀
鉱

9
脅

犀
9
旨

.

〈
巴

Φ
戸

bδ
o
瓢
ぽ
ω
9
辞
く
p
団
餅
諮
9
ω
9
厳
鷺

ρ
。。
爵

津
9
魯

囚

霧

同
9
0
鑓
画
犀
舞

9
9
ω
同
9

<
ぎ
鱒
ω
か
戸

℃
N
a
ロ
巷

邸

o
o
o
ぴ
¢
血
○

く
0
9

屠
9

汁
げ
巴
昌

層
ニ
コ
9
。n
δ

ω
g
び
げ
律
ρ

o
<
9
厳

号

9
終
9
曙

9
日
●

『
醇

.
閃
9
曙

9
冨

8
督

宕
9

・bづ
Q
血
ぼ
舞

偉
く
9
同
ゆ
昌
9
ω
9
旨
嘆

霧

けぽ
蜜
樹

、



囚

9
曙

9
0
箆
鉱
げ
程
§

器

団
9

ぐ
貯
獄

9
樹

嘆

a
獣
斜
冥
o

旨
0
8

げ
Φ
創
魯

・

響

提
よ
・
如
何
に
汝
感

ふ
か
・
榊
慰

駕

で
か
豫

惣

暴

票

隷

い
馨

恐

奈

。
讐

叉
響

提
よ
、
懲

罫

い
象

愈

か
拠
。
出
ハ蜘
い
須
菩
提
よ
、
相
具
足
た
以
て
如
來
に
無
上
正
等
蝿
な
謹
得
し
得
ざ
れ
ば
な
リ
。
時
に
叉
須
菩
提
よ
、
誰
か
汝
に
諸
の
覧
有
情
乗
に
獲

　

　

　

　

趣
し
カ
る
者
ば
或
る
法
の
破
滅
或
に
噺
た
施
設
す
ミ
云
ふ
が
如
く
言
に
ん
か
。
時
に
復
須
菩
提
よ
。
汝
是
の
如
く
見
る
、隔ミ
勿
れ
o
其
の
故
は
諸
の

艶
有
情
乗
に
獲
趣
し
六
ろ
者
に
或
法
の
破
滅
或
に
噺
為
施
設
ぜ
ざ
れ
ば
な
リ
。
(註
五
)

ご
あ
る
か
ら
略
よ
愈
曲
園
の
所
解

ビ

一
致
す

る
襟

に
思
は
れ
、
轄

々
其
の
推
究
達
識
に
敬
服

せ
ざ

る
を
得
な

い
。

第
九
笛

須
菩
提
。
若
菩
薩
以
漏

昌恒
河
沙
等
世
界
一七
寳
轟、
持
用
二布
施
一。
若
復
有
レ人
。
釦

二

切
法
無
我
一。
得
レ成
二於
忍
一。

甑
伽
昭
謙
此
菩
薩
墜

前
菩
薩
所
レ得
功
徳
一。
何
以
故
。
須
菩
提
。
以
昌諸
菩
薩
不
7受
鵜

徳
一。
須
菩
提
。
所
レ作
幅
徳
不
レ

慮
二貧
著
一。
是
故
説
レ不
ノ受
一一幅
徳
一。
(
不
受
不
貧
分
第
二
+
入
)

此

の
第
九
節

の
丈
は
、
上

に
諸
法
断
滅
を
説
く
莫
れ
ご
言
ふ
に
因

つ
て
、
人

々
が
有
に
執
し
て
以

て
法
ご
な
す
を
恐

れ

る
意
味
か
ら
、
之
を
無
我

に
蹄

せ
し
め
ん
こ
し
無
我

の
功
徳
を
極
言
し
よ
う
ご
し
て
ゐ
る
の
で
あ

る
。
然
し
功
徳

は
編
徳
で
は
な

い
の
で
あ
る
が
、
人
は
幅
徳
を
以
て
功
徳
ご
爲
し
て
貧
著
す
る
所
が
あ
り
、
無
我

の
義
に
反
す

る
を

恐
れ
る
が
故

に
又
幅
徳
を
受
け
す
ε
説

い
て
之
を
明
瞭

に
し
元
の
で
あ
る
。
是
に
よ

つ
て
も
、
諸

々
の
幅
徳
を
言

ふ

も

の
は
凡
て
佛

の
旨
を
失
し
て
ゐ
る
と
い
ふ
こ
ご
が
知

ら
れ
る
で
あ
ら
う
。

第
十
節

清
儒
命
曲
風
定
そ
の
金
剛
経
注
(
二
)

二
九



清
儒
愈
曲
園

定
そ
の
金
剛
経
注
(
二
)

三
〇

須
菩
提
。
若
有
レ人
言
昌如
來
若
レ來
若
レ去
若
レ坐
若
レ臥
一。
是
人
不
レ解
我

所
レ説
義
一。
何
以
故
。
如
來
者
。
無
レ所

從

來
一。

撫
搬
喫

亦
無
レ所
レ去
。
撫
確
鴨

故
名

】如
來
一。
(威
儀
寂
静
分
第
二
+
九
)
須
菩
提
。
若
善
男
子
善
女
人
。
以
昌
三
千
大
千
慢

界
一砕
爲
昌微
塵
一。
於
ノ意
云
何
。

是
微
塵
衆
寧
爲
レ多
不
。

甚
多
。
世
奪
。
何
以
故
。

若
是
微
塵
衆
實
有
者
。

佛
則

不
読

二是
微
塵
衆
一。
韻
賜
鮭
賢
肋
砺
い
所
以
者
何
。
佛
説
、
微
塵
衆
帥
非
二微
塵
衆
一。
齢
拠
給
好
猟
喰
是
名
昌微
塵
衆
滝
晦
徽
幽

鍵
畷

世
奪
如
來
所
レ説
三
千
大
千
世
界
即
非

澄

界
一
傑
麟
撒
静
廊
縦
卿
%
是
名
二世
界
一。
齢
躰
論
尉
廊
縦
獅
%
何
以
故
。
若
世
界

實
薯

。則
是
一合
相
。
騒

磯

鰐

興
贈

秘

嶺
鍵

攣
雛

%
如
來
説
、
谷

相
。
則
非
二
春

狙
。
巽

謹
諏

暢

是
多

一合
相
。
難

鉾

鷲

則
須
菩
提
。
一合
袈

。
則
是
不
レ可
論

。
諦

饗
藷

寄

創
櫻

欝

鱒
難

誘
覇
㌍
躍
蒲
凝
礒

く

但
凡
夫
之
人
。
貧
昌薯
其
事
一。
跡
錐
鴫
蝕
撒
雌
㌍
吋
謁
誼
防
嬢
碑
%

(
一合
理
相
分
第
三
+
)

こ
の
章
は
第
十
節
ご
す

べ
き
も
の
で
あ

つ
て
、
上
文
に
貧
著
す

べ
か
ら
ざ
る
こ
ご
を
言

つ
た
の
で
、
之
を
承
け

て
、

能
く
貧
著
す

る
所

が
な
け
れ
ば
、
自

ら
無
實
無
虚

の
妙
を
得
る
。
如
來
ε
い
ひ
、
世
界
こ
い
ひ
、
微
塵
衆

ご
い
ふ
も

皆
實
有
で
は
な
い
。
さ
れ
ば
何

に
執
著

し
、
何
物
を
貧

る
こ
と
で
あ
ら
う
。
貧
著
す

べ
き
何
物
も
あ
ら
う
筈

は
な

い

ご
言

ふ
の
で
あ
る
。

第
十

一
節

須
菩
提
。
若
人
言
三佛
説
我

見
人
見
衆
生
見
壽
者
見
一。
須
菩
提
。
於
レ意
云
何
。
是
人
解

我

所
レ説
義
一不
。
不
也
。
世

奪
。
是
人
不
レ解
二如
來
所
ノ説
義
一。

何
以
故
。
世
尊
説
、
我
見
人
見
衆
生
見
壽
者
見
。
即
非

我

見
人
見
衆
生

見
壽
者



　

　

見
一。是
名
我
昊

景

生
見
壽
者
塁
。
搬
郷
馨
欝
難
隙
騒

騨
露
駿
黎

・人
欝
監
鴛
騨
雛
鯉
鵬

継
饗
旛
礪
熾
離
畏
縄
藷
罐
碗
刑
鰻
凝
肋
欝
舗
㍊
譲
蕪
境
諾
獺努
縢
鰹
畿
貸
饗
緊
誘
認

れ
ば
我

ビ
か
人

定
か
衆
生
、
壽
者
等

の
見
が

有
る
も

の
ピ
ぜ
ぱ
、

固
よ
り
是
れ
我
見
人
見
衆
生
見
壽
者
見
が
あ

る
o

郎
ち
自
ら
我
人
衆
壽
の
見
が
無

い

ぐ、
思

ふ
ご
亡
自
男
に
亦
我

見
人
見
衆
生
見
壽
者
見

亡
云
ふ
も

の
た

有
し

て
ゐ
ろ
の
で
あ

る
Q
蓋
し
是
な
ろ
者
は
固
よ
り

是
で
あ
る
が
、
非
な
る
者
も
亦

是
で
あ

る
o
井

に
雌
れ
非
な
る
も
の
も
之

な
無

ビ
し
て
、
そ

こ
で
之
奄
眞
無

亡
し
盤
す
の
で
あ

る
。

こ
の
境

涯
が
降
伏

の
極
功
で
あ

る
。

故

に
下
の
丈
に
に
、
慮
如
是
知
、
如

是
見
、
如
是
信
解
、

建
日

つ
て

ゐ
る
。

蓋
し
降
伏

の
極
地

に
至

つ
て
佳
す

る
所
為
得

る
課
で
あ

ろ
Q

須
菩

提
。

襲
二阿
繕
多

羅

三
貌

三
菩
提

心
一者
。

於

二

切

法
一懸

下如

是
知

。
如

是
見

。
如
是

信

解

。
不
占生

　法

相
一。
須

菩
提
。

所
レ言

法
相

者
。
如

來
説

。
帥

非
昌法
相
岡是

名
二法

相
一。

(知
見
不
生
分
笙
ご
+

じ

か
の
人
の
所
謂
法
相
に
法
相
で
あ
ろ
が
、
如
來
の
所
謂
法
相
に
非
法
相
で
あ
る
。
如
來
に
宏
穿
法
相
が
生
じ
な
い
定
云
ふ
許
で
は
な
い
、
非
法
の
法

も
非
相
の
相
も
亦
生
ぜ
な
い
の
で
あ
る
。
こ
」
が
眞
實
に
法
相
た
生
ぜ
ぬ
ビ
言
ふ
意
味
定
な
る
の
で
あ
る
。

須
菩
提
。
若
有
レ人
以
下溝
二無
量
阿
曾
祇
世
界
一七
實
劫
持
用
一一布
施
弔
若
有
下善
男
子
善
女
人
。
爽
一一菩
提
心
一者
切
持
昌於
庇
経
Q
乃
至
四
句
偶
等
殉受

持
讃
諦
欝
レ人
演
説
。
其
幅
勝
レ彼
。
云
何
爲
レ人
演
説
。

不
取
於
頻
。
墨
灘

甕
董
馨
離
観
郵
墾
謙
輝
郁擁

蜜
婁

騒
難
露

議
題
鳩
獣
鮪
魁
鼎

人
凸
衆
生
、
毒
者

な
無

宣
し
て
姶

よ
リ
相
を
取
ら
す
、
終

に
相
為
取
ら
な

い
か
ら
法
も
亦
無
論

の
こ
亡
で
あ

る
。

如
如
不
謝
。

鯉

に
智

、
建

に
湛

聖

に
信
解
す
ろ
、霞

器

で
あ
ろ
。
然
し
、
か
手

ろ
曙

磯

則
ち
潔

身

、
恕

な
識

而
し

て
非
不
如
で
あ

ろ
。

こ

」
が
無
實
無
虚

亡
い
ふ
妙
旨
で
あ

ろ
。
故

に
下

の
如
の
字
に
即
住
の
謂
で
あ

つ
て
、
上

非
如
で
あ

る
、

　

も

の
如

の
字

ぽ
即
降
伏
の
謂
で
あ

ろ
。

即
住
に
し
て
郎
降
伏

ε
に
乃
眞

に
能
く
佳
す

亡
い
ふ
ご
定
で
、
そ
れ
は
不
動
大
る
所
以
で
あ

ろ
。

何
以
故

。

「
切
有

爲

法
。
如
一一夢

幻

泡
影

一。
如
レ露
亦

如
レ電

。
慮

レ作
二如
是
槻

一。

清
儒
命
曲
園

ピ
そ

の
金
圃

経
注
(
二
)

三

嚇



清
儒
愈
曲
園
ミ
そ
の
金
剛
経
注
(
ご
)

三
二

経
の
大
旨
は
即
住
即
降
伏
定
い
ふ
事
に
在
ろ
の
で
あ
ろ
が
、
上
に
相
な
取
ら
す
如
如
に
し
て
不
動
亡
云
つ
て
全
経
の
語
た
総
結
し
六
黙
に
簡
に
し
て

露
し
て
ゐ
ろ
。
叉
隔
切
有
爲
の
法
云
々
の
四
語
の
偶
語
に
よ
つ
て
之
た
結
ぶ
定
云
ふ
.…

は
経
文
の
禮
例
で
あ
る
o
世
人
に
し
て
此
の
四
語
が
金
剛

経
の
精
義
で
あ
る
如
く
心
得
る
も
の
も
あ
る
ら
し
い
が
、
稽
し
く
佛
法
た
解
す
る
者
な
ら
ば
、
勃
か

一
の
空
の
字
為
知
ら
な

い
も
の
が
あ
ら
う
か
。

何
人
も
空
の
理
に
知
つ
て
ゐ
る
で
あ
ら
・も

さ
れ
ば
乃
ち
此
の
四
語
為
以
て
無
上
甚
深
だ
な
ご
・
爲
す
も
の
が
あ
ら
う
か
。
か
く
の
如
き
は
耳
食
の

論
で
あ
つ
て
眞
見
で
は
な
い
亡
思
ふ
。

佛

説
=是
経

一已
。

長
老

須
菩

提
。

及
諸

比
丘

丘
比

尼
優

婆

塞
優
婆

夷

一
切

世
間

天
人
阿

修
羅
。

聞

昌佛
所
説

一。

皆

大

獣

喜

信
受
奉

行
。
(慮
化
非
眞
分
第
三
+
二
)

以

上
を
第

十

一
節

こ
す

る
Q

最
後

の

一
段

は
上
下
篇

の
総

結

で
あ

る
。

(注

一
)、
松
本
文
三
郎
氏
、
金
剛
経
ぐ」六
組
檀
経
の
研
究
、
三
二
頁
-
三
四
頁

(注
二
)
、
梵
文
、
]≦
畏

冒
自
2

本
、
南
條
文
雄
氏
、
梵
文
金
剛
経
講
義
三
二
五
頁
ー
三
二
七
頁
参
照
。

(注
三
)
、
春
在
堂
全
書
本
、
命
縷
雑
纂
第
四
十
七
、
金
剛
経
訂
義
其
四
。

(注
四
)、
同
書
、
金
剛
経
訂
義
其
五

(
注
五
)、
南
條
文
雄
氏
、
梵
文
金
剛
経
講
義
三
三
三
頁
-
三
三
五
頁
参
照

(昭
和
三
、

一
〇
、
入
)


